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第5章 環境影響の予測及び評価 

5-1 大気質 

5-1-1 煙突排ガスの排出 

（１）予測 

  ① 予測内容 

予測項目は、表 5-1-1-1に示すとおりとし、長期平均濃度予測（年間の予測）と短期高濃

度予測（高濃度となる１時間値の予測）を行った。水銀及びダイオキシン類については、評

価の基準となる環境基準が年平均値で定められているため長期平均濃度予測を行った。塩化

水素については、評価基準が１時間値であるため短期高濃度予測を行った。 

なお、微小粒子状物質については、施設からの排ガスが直接大気中に粒子として排出され

るもの（一次生成粒子）のほか、ガス状の大気汚染物質（硫黄酸化物、窒素酸化物等）が大

気中での化学反応を経て粒子化したもの（二次生成粒子）があり、関東地方では二次生成粒

子が半分程度を占めているといわれている。予測は大気中における化学反応を考慮する必要

があり、現状では課題が多く、本事業における影響を把握することは難しいため予測項目と

はしない。なお、市内の既存測定局の測定結果では、現状で環境基準を満足しており、今後、

引き続き状況の確認を行い、必要に応じて対応を検討することとする。 

 

表 5-1-1-1 大気質予測項目 

項目 
区分 

二酸化 
硫黄 

二酸化 
窒素 

浮遊粒子

状物質 水銀 塩化水素 ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類 

長期平均 
濃度予測 〇 〇 〇 〇 － 〇 

短期 
高濃度予測 〇 〇 〇 － 〇 － 

 

  ② 予測方法 

   ア．長期平均濃度予測 

   （ア）予測の手順 

煙突排ガスの排出による大気質（長期平均濃度）の予測手順は、図 5-1-1-1に示すとお

りである。二酸化硫黄、二酸化窒素、浮遊粒子状物質、水銀及びダイオキシン類濃度につ

いて、煙突からの汚染物質排出条件、１年間の地上気象調査結果をもとに、大気拡散式を

用いて長期平均濃度（年平均値）の予測を行った。 

予測拡散式は、プルーム・パフ式（有風時：点源プルーム式、弱風時及び無風時：点源

パフ式））を用いることとし、気象条件は地上気象で通年観測したデータを用いることと

した。 
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図 5-1-1-1 煙突排ガスの排出による大気質の予測手順 

 

   （イ）予測式等 

予測に用いる拡散式は、「窒素酸化物総量規制マニュアル（新版）」（平成12年12月 公害

研究対策センター）に基づく大気拡散式（有風時に点源プルーム式、弱風時及び無風時に

点源パフ式）とした。予測式は以下のとおりである。 

    i 拡散式 

ａ 有風時（風速1.0ｍ/秒以上）：プルームの長期平均式 

 

 

 

ｂ 弱風時（風速0.5～0.9ｍ/秒）：弱風パフ式 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

事業計画 

汚染物質排出量 

現地調査 

煙突排ガスの諸元 

バックグラウンド濃度 

窒素酸化物は 
二酸化窒素へ変換 

大気拡散計算（プルーム・パフ式） 

年平均環境濃度 

煙突の位置 

年平均値寄与濃度 
（年間の風向・風速、大気安定度など） 

地上気象調査 
上層気象調査 

気象条件 
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ｃ 無風時（風速0.4ｍ/秒以下）：簡易パフ式 

 

 
 
［記 号］ 

C(R,z)：地点(R,z)における汚染物質の濃度（ppm、mg/ｍ3） 

R ：煙源からの水平距離（ｍ） 

x ：煙源から風向に沿った風下距離（ｍ） 

y ：風向に直角な水平距離（ｍ） 

z ：計算地点の高さ（1.5ｍ） 

Qp ：汚染物質の排出量（ｍ3
N/秒、kg/秒） 

u ：煙突頂部の風速（ｍ/秒） 

Hｅ ：有効煙突高（ｍ） 

σz ：有風時の鉛直方向の拡散パラメータ（ｍ） 

α ：弱風時、無風時の水平方向の拡散パラメータ（ｍ/秒） 

γ ：弱風時、無風時の鉛直方向の拡散パラメータ（ｍ/秒） 
 

    ii 拡散パラメータ 

有風時における鉛直方向の拡散パラメータは、表 5-1-1-2に示すパスキル・ギフォード

線図の近似関数を、弱風時、無風時の水平方向及び鉛直方向の拡散パラメータは、表 5-

1-1-3に示すパスキル安定度に対応した拡散パラメータを使用した。 

 

表 5-1-1-2 有風時の鉛直方向の拡散パラメータ 

（パスキル・ギフォード線図の近似関数） 

σz(x)＝γz・ｘαz 

安定度 αＺ γＺ 風下距離 ｘ（ｍ） 

Ａ 
1.122 
1.514 
2.109 

0.0800 
0.00855 
0.000212 

0 
300 
500 

～ 
～ 
～ 

300 
500 

 
 

Ｂ 
0.964 
1.094 

0.1272 
0.0570 

0 
500 

～ 
～ 

500 
 

 

Ｃ 0.918 0.1068 0 ～   

Ｄ 
0.826 
0.632 
0.555 

0.1046 
0.400 
0.811 

0 
1,000 

10,000 

～ 
～ 
～ 

1,000 
10,000 

 
 

Ｅ 
0.788 
0.565 
0.415 

0.0928 
0.433 
1.732 

0 
1,000 

10,000 

～ 
～ 
～ 

1,000 
10,000 

 
 

Ｆ 
0.784 
0.526 
0.323 

0.0621 
0.370 
2.41 

0 
1,000 

10,000 

～ 
～ 
～ 

1,000 
10,000 

 
 

Ｇ 

0.794 
0.637 
0.431 
0.222 

0.0373 
0.1105 
0.529 
3.62 

0 
1,000 
2,000 

10,000 

～ 
～ 
～ 
～ 

1,000 
2,000 

10,000 
 

 

注）A-B、B-C及びC-Dの中間安定度のパラメータは、前後の安定度の拡散パラメータを幾何平均した値を用いた。 
出典：「窒素酸化物総量規制マニュアル（新版）」 
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表 5-1-1-3 弱風時、無風時の拡散パラメータ 

弱風時                    無風時 
大気安定度 α γ  大気安定度 α γ 

Ａ 0.748 1.569 

 

Ａ 0.948 1.569 

Ａ-Ｂ 0.659 0.862 Ａ-Ｂ 0.859 0.862 

Ｂ 0.581 0.474 Ｂ 0.781 0.474 

Ｂ-Ｃ 0.502 0.314 Ｂ-Ｃ 0.702 0.314 

Ｃ 0.435 0.208 Ｃ 0.635 0.208 

Ｃ-Ｄ 0.342 0.153 Ｃ-Ｄ 0.542 0.153 

Ｄ 0.270 0.l13 Ｄ 0.470 0.113 

Ｅ 0.239 0.067 Ｅ 0.439 0.067 

Ｆ 0.239 0.048 Ｆ 0.439 0.048 

Ｇ 0.239 0.029 Ｇ 0.439 0.029 

出典：「窒素酸化物総量規制マニュアル［新版］」（平成 12年 12 月 公害研究対策センター） 

 
   （ウ）有効煙突高の設定 

有効煙突高は、有風時はCONCAWE（コンケイウ）式を、無風時はBriggs（ブリッグス）式

を用いて求めた値とした。 

Ｈe＝Ｈ0＋ΔＨ 

CONCAWE式：ΔＨ＝0.175・ＱＨ
1/2・ｕ-3/4 

Briggs式 ：ΔＨ＝1.4・ＱＨ
1/4・(dθ/dz)-3/8 

[記 号] 
Ｈe  ：有効煙突高（ｍ） 

Ｈ0 ：煙突実体高（ｍ） 

ΔＨ ：排煙上昇高（ｍ） 

ＱＨ ：排出熱量（J/秒） 

ＱＨ＝ρ・Ｃp・Ｑ・ΔＴ 

ρ ：0℃における排出ガス密度（1.293×103g/ｍ3） 

Ｃp ：定圧比熱（1.0056J/(K・g)） 

Ｑ ：排出ガス量（湿り）（ｍ3
N/秒） 

ΔＴ ：排出ガス温度と気温との温度差（℃） 

ｕ ：煙突頂部の風速（ｍ/秒） 

dθ/dz：温位勾配（℃/ｍ）（昼間：0.003、夜間：0.010） 
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   （エ）予測条件 

    i 煙源条件 

煙源条件は、表 5-1-1-4に示すとおりである。 

 

表 5-1-1-4 煙源条件 

項目 諸元 

排出ガス量 
（１炉あたり） 

湿りガス量 44,000 m3
N/時 

乾きガス量 35,700 m3
N/時（O2濃度 5.7％） 

排出濃度 

（O212％換算値） 

ばいじん 0.01g/ｍ3
N 

塩化水素 10ppm 

硫黄酸化物 10ppm 

窒素酸化物 30ppm 

ダイオキシン類 0.1ng-TEQ/ｍ3
N 

水銀 30μg/ｍ3
N 

排出ガス温度 184℃ 

排出ガス吐出速度（最大） 25.1ｍ/秒 

煙突高さ 100ｍ 

運転時間 24 時間稼働 

 
    ii 気象条件 

風向は、上層気象観測結果から、計画地は地形等の影響を受けておらず地上風と上空風

は同様の傾向と考えられることから、計画地における１年間の地上気象調査結果を用い

た。 

風速については、以下に示すべき乗則の式により、計画地における１年間の地上気象調

査結果を煙突高さの風速に補正して用いた。補正する風速の高さは、実際の煙突高さであ

る地上高100ｍとした。べき指数（Ｐ）は、「窒素酸化物規制マニュアル（新版）」に記載

されているパスキル安定度階級に対して与えられる値（表 5-1-1-5参照）を用いた。補正

後の風速階級別における大気安定度は、表 5-1-1-6に示すとおりである。 

 

U＝U0・(H/H0)P 

 

[記号] 

U ：高さHｍにおける推計風速(ｍ/秒) 

U0 ：基準高さH0の風速(ｍ/秒) 

H ：排出源の高さ(ｍ) 

H0 ：基準とする高さ(ｍ) 

P ：べき指数 

 

表 5-1-1-5 べき指数の値 

パスキル安定度 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ ＦとＧ 

Ｐ 0.1 0.15 0.20 0.25 0.25 0.30 
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表 5-1-1-6 風速階級別の大気安定度出現頻度（地上 100ｍ） 

単位：％ 

風速階級 

大気安定度 

Ａ Ａ-Ｂ Ｂ Ｂ-Ｃ Ｃ Ｃ-Ｄ 
Ｄ

(昼) 

Ｄ

(夜) 
Ｅ Ｆ Ｇ 合計 

  ～ 0.4   0.0 - - - - -   0.0   0.0 - -   0.0   0.1 

0.5 ～ 0.9   0.0   0.1   0.2 - - -   0.2   0.3 - -   0.7   1.5 

1.0 ～ 1.9   1.2   3.1   2.7 - - -   3.2   5.0 - -   7.6  22.8 

2.0 ～ 2.9   1.2   3.8   3.2 -   0.2 -   4.1   6.4 - -   6.8  25.8 

3.0 ～ 3.9 -   2.4   2.3 -   1.5 -   2.5   3.1   1.8   0.2   3.0  16.7 

4.0 ～ 5.9 - -   3.0   1.7   1.8 -   2.5   4.6   2.2   0.8 -  16.7 

6.0 ～ 7.9 - - - -   1.4   1.1   2.0   3.6   0.2 - -   8.2 

8.0 ～ 16.6 - - - -   0.8   0.6   2.6   3.9 - - -   7.8 

16.7 ～  - - - - - -   0.0   0.3 - - -   0.4 

合計   2.4   9.4  11.3   1.7   5.7   1.6  17.2  27.2   4.2   1.0  18.2 100.0 
注１）不安定の年間合計値の出現頻度は、四捨五入の関係で一致しないことがある。 
注２）風速の集計高さは、排出源高さである地上100ｍとした。 

 

    iii 将来バックグラウンド濃度の設定 

バックグラウンド濃度は、表 5-1-1-7に示すとおり、計画地及びその周辺で実施した現

地調査及び主に令和５年度の一般環境大気測定局における、各項目の年平均値とした。な

お、一般環境大気測定局のうち、調査されていない項目の対応として、地点４及び地点６

の二酸化硫黄、全ての測定局における水銀、地点１、地点３、地点５、地点６及び地点７

のダイオキシン類は、最寄りの現地調査地点の値とした。また、地点８は令和６年度の調

査結果が公表されていることから令和６年度を用いた。 

 
表 5-1-1-7 バックグラウンド濃度 

項

目 
地点 

二酸化硫黄 

（ppm） 

二酸化窒素 

（ppm） 

浮遊粒子状物質 

（mg/m3） 

水銀 

（μg/m3） 

ダイオキシン類 

（pg-TEQ/m3） 

現

地

調

査

地

点 

地点Ａ 計画地 0.001 0.010 0.015 0.0040 0.0124 

地点Ｂ 幸町小学校 0.001 0.009 0.012 0.0040 0.0129 

地点Ｃ 高洲第三小学校 0.001 0.008 0.012 0.0048 0.0109 

地点Ｄ 磯辺小学校 0.001 0.008 0.013 0.0040 0.0131 

地点Ｅ 轟町小学校 0.001 0.009 0.013 0.0043 0.0150 

一

般

環

境

大

気

測

定

局 

地点１ 寒川小学校 0.001 0.011 0.013 0.0040 0.0129 

地点２ 福正寺 0.001 0.009 0.013 0.0040 0.0170 

地点３ 蘇我保育所 0.002 0.010 0.015 0.0040 0.0129 

地点４ 山王小学校 0.001 0.009 0.013 0.0043 0.0270 

地点５ 宮野木 0.001 0.011 0.013 0.0043 0.0150 

地点６ 検見川小学校 0.001 0.010 0.013 0.0040 0.0131 

地点７ 都公園 0.002 0.010 0.015 0.0043 0.0150 

地点８ 真砂公園 0.001 0.010 0.014 0.0048 0.0210 

注）地点２、地点４、地点８のダイオキシン類は、小数点以下第４位を０として整理した。 
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    iv 窒素酸化物濃度から二酸化窒素濃度への変換式 

大気拡散計算により得られた窒素酸化物濃度（NOx）を、二酸化窒素濃度（NO2）に変換

した。その変換式として以下に示す指数近似モデルⅠを使用した。 

 
 

 [記号] 

[NO2]  ：二酸化窒素の濃度（ppm） 

[NOx]D ：拡散計算から得られた窒素酸化物の濃度（ppm） 

α ：排出源近傍での一酸化窒素と窒素酸化物の比（＝0.83） 

β ：平衡状態を近似する定数（日中＝0.3 夜間＝0.0） 

t  ：拡散時間（秒） 

K ：実験定数（s-1） 

K＝γ・u・[O3]B 

γ  ：定数（＝0.0062） 

u   ：風速（ｍ/秒） 

[O3]B：バックグラウンド・オゾン濃度（ppm） 

（表 5-1-1-8参照） 

 

表 5-1-1-8 バックグラウンド・オゾン濃度 

単位：ppm 

風速 

階級 

昼間 夜間 

不安定時 中立時 中立時 安定時 

無風時 0.037 0.007 0.006 0.009 

弱風時 0.019 0.015 0.025 0.014 

有風時 0.036 0.030 0.029 0.026 

注１）表内の数字はオゾン濃度（ppm）を示す。 

注２）高さ 100ｍの風速に補正した際の集計値を示す。 

注３）計画地最寄りの一般環境大気測定局（真砂公園測定局）にお

ける令和６年９月～令和７年８月の光化学オキシダント測定

値より設定 

 

    v 年平均値から日平均値の年間 98％値又は２％除外値への変換 

環境基準等と比較するために、二酸化窒素については年平均値から日平均値の年間98％

値、二酸化硫黄及び浮遊粒子状物質については年平均値から日平均値の年間２％除外値

への変換を行った。 

年平均値から日平均値の年間98％値又は日平均値の年間２％除外値への変換は、統計

モデルによるものとし、計画地周辺の一般環境大気測定局（寒川小学校、福正寺、蘇我保

育所、山王小学校、宮野木、検見川小学校、都公園、真砂公園）の平成26～令和５年度の

10年間の測定値を用いて、以下のとおり変換式を設定した。 

【変換式】 

・二 酸 化 窒 素：日平均値の年間98％値＝1.6072×（年平均値）＋0.0104 

・二 酸 化 硫 黄：日平均値の年間２％除外値＝2.0649×（年平均値）＋0.0019 

・浮遊粒子状物質：日平均値の年間２％除外値＝2.0345×（年平均値）＋0.0051 

  

[ ] [ ] { }



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+
= βKt)exp(

β1

α
-1・NONO

Dx2



5-8 

   イ．短期高濃度予測 

   （ア）予測の対象 

煙突排ガスにより周辺環境への高濃度の影響が想定される条件を設定して、短時間（１

時間値）の予測を行った。事業計画及び立地特性に基づき、図 5-1-1-2に示す４つの事象

を対象とした。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

図 5-1-1-2 高濃度が予想される条件の説明図 

不安定 

中 立 

安 定 

●大気安定度不安定時 
安定時、中立時に比べて拡散が活発で、近傍
の着地濃度が大きくなる状態を予測する。 

（煙突実体高） 

（有効煙突高） 
He 

Ho 

逆転層下面の高さ 

● 上層気温逆転時 
上空の逆転層の底を境界に、上方への拡散が妨げら
れ、下方へ反射してくる状況を予測する。 

風 

煙 

煙突 

吐出速度の 
２／３以上 
の風速 

● 煙突によるダウンウォッシュ時 
横風が強い場合に、煙の浮力による上昇ができず、煙

突背後の負圧域に引き込まれるように地上へ到達す

る状況を予測する。 
● 接地逆転層崩壊時 
接地逆転層が日の出とともに解消し、安定な接地逆転層内に留ま
っていた煙が短時間に拡散して地表へ到達する状況を予測する。 

 

気温 

高
度 

崩
壊
す
る
高
さ 
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    i 大気安定度不安定時 

ａ 予測式等 

予測に用いる拡散式は、「窒素酸化物総量規制マニュアル（新版）」に基づく大気拡

散式（プルーム式）とした。予測式は以下のとおりである。 

（ａ）拡散式（プルーム式） 
 
 

 [記 号] 
C(x,y,z)：地点(x,y,z)における汚染物質の濃度（ppm、mg/ｍ3） 

x ：煙源から風向に沿った風下距離（ｍ） 

y ：風向に直角な水平距離（ｍ） 

z ：計算地点の高さ（＝1.5ｍ） 

Qp ：汚染物質の排出量（ｍ3
N/秒、kg/秒） 

u ：排出源高さの風速（ｍ/秒） 

He ：有効煙突高（ｍ） 

σy ：有風時の水平方向の拡散パラメータ（ｍ） 

σz ：有風時の鉛直方向の拡散パラメータ（ｍ） 
 

（ｂ）拡散パラメータ 
有風時の鉛直方向の拡散パラメータは、「ア．長期平均濃度予測」（5-3貢参照）と

同様とした。有風時の水平方向の拡散パラメータは、表 5-1-1-9に示すパスキル・

ギフォード線図の近似関数を使用した。また、有風時の水平方向の拡散パラメータ

σyは、以下のとおり、評価時間に応じて修正のうえ用いた。 

 

 

 
[記 号] 

t ：評価時間（＝60分） 

tP ：パスキル・ギフォード線図の評価時間（＝３分） 

σyp ：パスキル・ギフォード線図から求めた水平方向の拡散パラメータ（ｍ） 

0.2
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表 5-1-1-9 有風時の水平方向の拡散パラメータ 

（パスキル・ギフォード線図の近似関数） 

σy(x)＝γy・ｘαy 

安定度 αy γy 風下距離 ｘ（ｍ） 

Ａ 
0.901 
0.851 

0.426 
0.602 

0 
1,000 

～ 
～ 

1,000 
 

 

Ｂ 
0.914 
0.865 

0.282 
0.396 

0 
1,000 

～ 
～ 

1,000 
 

 

Ｃ 
0.924 
0.885 

0.1772 
0.232 

0 
1,000 

～ 
～ 

1,000 
 

 

Ｄ 
0.929 
0.889 

0.1107 
0.1467 

0 
1,000 

～ 
～ 

1,000 
 

 

Ｅ 
0.921 
0.897 

0.0864 
0.1019 

0 
1,000 

～ 
～ 

1,000 
 

 

Ｆ 
0.929 
0.889 

0.0554 
0.0733 

0 
1,000 

～ 
～ 

1,000 
 

 

Ｇ 
0.921 
0.896 

0.0380 
0.0452 

0 
1,000 

～ 
～ 

1,000 
 

 

出典：「窒素酸化物総量規制マニュアル（新版）」 

 
（ｃ）有効煙突高の設定 

有効煙突高の設定は、「ア．長期平均濃度予測」（5-4頁参照）と同様とした。 

ｂ 予測条件 

（ａ）煙源条件 
煙源条件及び排出濃度は、「ア．長期平均濃度予測」（5-5頁参照）と同様とした。 

（ｂ）気象条件 
風速と大気安定度の組み合わせについては、比較的高濃度が生じやすい気象条件

として大気安定度が不安定な場合とし、表 5-1-1-10に示すとおり設定した。 

 
表 5-1-1-10 大気安定度不安定時における気象条件の設定 

大気安定度 
風速(ｍ/秒) 

1.0 2.0 3.0 

Ａ（強不安定） ○ ○ ○ 

Ｂ（並不安定） ○ ○ ○ 

注）○印は選定した項目。 

 



5-11 

（ｃ）将来バックグラウンド濃度の設定 
将来バックグラウンド濃度は、表 5-1-1-11に示すとおりである。将来バックグラ

ウンド濃度については、現地調査結果及び令和５年度の一般環境大気測定局におけ

る、各項目の１時間値の最大値とした。なお、塩化水素については、現地調査結果

の日平均値の最高値を用いる。 

 

表 5-1-1-11 バックグラウンド濃度（短期高濃度予測） 

項目 単位 バックグラウンド濃度 

二酸化硫黄 ppm 0.077 

二酸化窒素 ppm 0.069 

浮遊粒子状物質 mg/ｍ3 0.145 

塩化水素 ppm 0.009 

注）１時間値が最大となった測定局は、二酸化硫黄が福正寺、二酸化窒素が寒川

小学校、浮遊粒子状物質が福正寺、塩化水素が現地調査結果であり、それぞ

れバックグラウンド濃度として設定した。 

 

（ｄ）窒素酸化物濃度から二酸化窒素濃度への変換 
窒素酸化物濃度から二酸化窒素濃度への変換は、環境への影響が大きくなる設定

とし、窒素酸化物がすべて二酸化窒素に変換するものとした。 

 
    ii 上層気温逆転時 

ａ 予測式等 

予測に用いる拡散式は、「窒素酸化物総量規制マニュアル（新版）」に基づく大気拡

散式（プルーム式）とした。予測式は以下のとおりである。 

（ａ）拡散式（プルーム式） 
 

 

 
[記 号] 

C(x,z)：地点(x,z)における汚染物質の濃度（ppm、mg/ｍ3） 

x ：煙源からの風下距離（ｍ） 

z ：計算地点の高さ（＝1.5ｍ） 

Qp ：汚染物質の排出量（ｍ3
N/秒、kg/秒） 

L ：混合層高度（ｍ） 

u ：煙突頂部の風速（ｍ/秒） 

He ：有効煙突高（ｍ） 

σy ：有風時の水平方向の拡散パラメータ（ｍ） 

σZ ：有風時の鉛直方向の拡散パラメータ（ｍ） 

ｎ ：混合層内での反射回数（一般的に収束するとされている３回とした） 
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（ｂ）拡散パラメータ 
拡散パラメータは、「i 大気安定度不安定時」（5-9頁参照）と同様とした。 

 
（ｃ）有効煙突高の設定 

有効煙突高の設定は、「ア．長期平均濃度予測」（5-4頁参照）と同様とした。なお、

逆転層下面高度は、煙流が逆転層により反射する高度とし、有効煙突高に等しくな

る条件とした。 

 
ｂ 予測条件 

（ａ）煙源条件 
煙源条件及び排出濃度は、「ア．長期平均濃度予測」（5-5頁参照）と同様とした。 

（ｂ）気象条件 
気象条件は、「i 大気安定度不安定時」（5-10頁参照）と同様とした。また、上層

気象調査における全時期の結果に基づき、150ｍ区分で上層逆転層が発生した83ケー

スとした。 

（ｃ）将来バックグラウンド濃度の設定 
将来バックグラウンド濃度は、「i 大気安定度不安定時」（5-11頁参照）と同様と

した。 

（ｄ）窒素酸化物濃度から二酸化窒素濃度への変換 
窒素酸化物濃度から二酸化窒素濃度への変換は、環境への影響が大きくなる設定

とし、窒素酸化物がすべて二酸化窒素に変換するものとした。 

 
    iii 接地逆転層崩壊時 

ａ 予測式等 

予測に用いる拡散式は、「ごみ焼却施設環境アセスメントマニュアル」（昭和61年 

(社)全国都市清掃会議）における大気拡散式（TVAモデル（カーペンターモデル））と

した。予測式は次に示すとおりである。 
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（ａ）拡散式 
 

 
また、濃度が最大（Cmax)となる風下距離Xmaxは、次式で算出される。 

 
 

 

[記 号] 

Cmax ：汚染物質の地上最大濃度（ppm、mg/ｍ3） 

Qp ：汚染物質の排出量（ｍ3
N/秒、kg/秒） 

σyf ：フュミゲーション時の排出ガスの水平方向の拡散幅（ｍ） 

σyf＝σyc＋0.47・He 

σyc：カーペンターらによる水平方向の拡散幅（ｍ） 

He ：有効煙突高（He＝H0＋ΔH）（ｍ） 

H0 ：煙突実体高（ｍ） 

ΔH ：排煙上昇高（ｍ） 

u  ：煙突頂部の風速（ｍ/秒） 

Lf   ：フュミゲーション時の煙の上端高さ、または逆転層が崩壊する高さ（ｍ） 

Lf＝1.1・(He＋2.15・σzc) 

σzc：カーペンターらによる鉛直方向の拡散幅（ｍ） 

Xmax ：最大濃度出現距離（ｍ） 

ρa  ：空気の密度（g/ｍ3） 

κ ：大気の渦伝導度（J/ｍ・K・秒） 

Cp  ：空気の定圧比熱（J/K・g） 

 

（ｂ）有効煙突高の設定 
有効煙突高の設定は、「ア．長期平均濃度予測」（5-4頁参照）と同様とした。 

ｂ 予測条件 

（ａ）煙源条件 
煙源条件及び排出濃度は、「ア．長期平均濃度予測」（5-5頁参照）と同様とした。 

（ｂ）気象条件 
接地逆転層崩壊に伴うフュミゲーション発生時について、地上濃度に影響を及ぼ

すと考えられる気象条件を選定し、表 5-1-1-12に示すとおり設定した。 

 
表 5-1-1-12 接地逆転層崩壊時における気象条件の設定 

カーペンターモデル 
の大気安定度 

風速(ｍ/秒) 
1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 

Moderate Inversion注１） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

注１）拡散パラメータのうち、逆転層にあたるModerate Inversion（適度な逆転の意）を示す。 
注２）○印は選定した項目。 

4・κ

－HL
・Cu・ρX

2

0

2

f
pamax =
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fyf

p
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（ｃ）将来バックグラウンド濃度の設定 
将来バックグラウンド濃度については、「i 大気安定度不安定時」（5-11頁参照）

と同様とした。 

（ｄ）窒素酸化物濃度から二酸化窒素濃度への変換 
窒素酸化物濃度から二酸化窒素濃度への変換は、環境への影響が大きくなる設定

とし、窒素酸化物がすべて二酸化窒素に変換するものとした。 

 

    iv 煙突によるダウンウォッシュ時 

ａ 予測式等 

予測に用いる拡散式は、「窒素酸化物総量規制マニュアル（新版）」に基づく大気拡

散式（プルーム式）とした。予測式は以下のとおりである。 

（ａ）拡散式 
「i 大気安定度不安定時」（5-9頁参照）と同様とした。 

（ｂ）拡散パラメータ 
「i 大気安定度不安定時」（5-9頁参照）と同様とした。 

（ｃ）有効煙突高の設定 
有効煙突高の設定は、影響が最も大きくなる排出源高さ（煙突高さの100ｍ）とし

て計算を実施した。 
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ｂ 予測条件 

（ａ）煙源条件 
煙源条件及び排出濃度は、「ア．長期平均濃度予測」（5-5頁参照）と同様とした。 

（ｂ）気象条件 
風速が早くなると拡散が促進されて大気濃度は小さくなるため、一般的にダウン

ウォッシュが発生すると想定される最も遅い風速の場合に最大濃度となることから、

ダウンウォッシュが発生するとされる排出ガス吐出速度（25.1ｍ/秒）の2/3倍の風

速（16.7ｍ/秒）とした。 

大気安定度は、風速の条件より大気の状態が中立となることから、中立（Ｃ、Ｄ）

とした。 

（ｃ）将来バックグラウンド濃度の設定 
将来バックグラウンド濃度については、「i 大気安定度不安定時」（5-11頁参照）

と同様とした。 

（ｄ）窒素酸化物濃度から二酸化窒素濃度への変換 
窒素酸化物濃度から二酸化窒素濃度への変換は、環境への影響が大きくなる設定

とし、窒素酸化物がすべて二酸化窒素に変換するものとした。 

 
  ③ 予測地域・地点 

予測地域は、計画地から約６kmの範囲とし、予測地域内の面的な影響濃度分布を予測した。

また、予測地点は、調査地点（図4-2-1(1)（4-22頁参照））、既存資料調査地点及び最大着地

濃度地点とした。また、予測地点の高さは地上1.5ｍとした。 

 
  ④ 予測時期 

予測対象時期は、計画施設が定常の稼働状態になった時期とした。 
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  ⑤ 予測結果 

   ア．長期平均濃度予測 

   （ア）年平均値 

煙突排ガスの排出による大気質の予測結果は、表 5-1-1-13、表 5-1-1-14(1)、(2)及び

図 5-1-1-3 (1)～(5)に示すとおりである。 

煙突排ガスの最大着地濃度（年平均値）は、二酸化硫黄が0.000067ppm（寄与率6.3％）、

二酸化窒素が0.000056ppm（寄与率0.6％）、浮遊粒子状物質が0.000067mg/ｍ3（寄与率0.4％）、

水銀が0.000201μgHg/ｍ3（寄与率4.8％）、ダイオキシン類が0.000671pg-TEQ/ｍ3（寄与率

5.1％）と予測する。 

また、バックグラウンド濃度を加えた環境濃度（年平均値）は、水銀については、0.004201

μgHg/ｍ3となり、千葉市環境目標値（年平均値が0.04μgHg/ｍ3以下）を満足し、ダイオキ

シン類については、0.013071pg-TEQ/ｍ3となり、環境基準（年平均値が0.6pg-TEQ/ｍ3以下）

を満足するものと予測する。 

現地調査地点及び一般環境大気測定局における煙突排ガスの着地濃度（年平均値）は、

二酸化硫黄が 0.000000ppm～0.000009ppm（寄与率 0.0％～0.9％）、二酸化窒素が

0.000001ppm～0.000014ppm（寄与率 0.0％～0.1％）、浮遊粒子状物質が 0.000000mg/ｍ3～

0.000009mg/ｍ3（寄与率 0.0％～0.1％）であった。また、水銀が 0.000001μg/ｍ3～0.000027

μg/ｍ3（寄与率 0.0％～0.7％）、ダイオキシン類が 0.000003pg-TEQ/ｍ3～0.000089pg-TEQ/

ｍ3（寄与率 0.0％～0.7％）であった。 

なお、水銀の環境濃度（年平均値）が0.004001μg/ｍ3～0.004807μg/ｍ3であり、千葉市

環境目標値を満足する。ダイオキシン類の環境濃度（年平均値）が0.010921pg-TEQ/ｍ3～

0.027034pg-TEQ/ｍ3であり、環境基準を満足する。 

 

表 5-1-1-13 煙突排ガスの排出による大気質の予測結果（長期平均濃度、年平均値） 

項 目 
最大着地濃度(A) バックグラウ

ンド濃度 
(B) 

環境濃度 
予測結果 
(A+B) 

寄与率 
(A/(A+B)) 

×100  
出現 
距離 

出現 
方向 

二酸化硫黄 
（ppm） 

0.000067 790m 東 0.001 0.001067 6.3％ 

二酸化窒素 
（ppm） 

0.000056 880m 東 0.010 0.010056 0.6％ 

浮遊粒子状物質 
（mg/ｍ3） 

0.000067 790m 東 0.015 0.015067 0.4％ 

水銀 
（μgHg/ｍ3） 

0.000201 790m 東 0.0040 0.004201 4.8％ 

ダイオキシン類 
（pg-TEQ/ｍ3） 

0.000671 790m 東 0.0124 0.013071 5.1％ 

注）バックグラウンド濃度は、最大着地濃度地点の最寄りの現地調査地点である、計画地の年間の期間平均値を用いた。 
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表 5-1-1-14(1) 煙突排ガスの排出による大気質の予測結果（長期平均濃度、年平均値） 

項目 調査地点 
着地濃度 

（A） 

バックグラ
ウンド濃度 

(B) 

環境濃度 
予測結果 
(A+B) 

寄与率 
(A/(A+B) 
×100) 

二酸化硫黄 

（ppm） 

地点Ａ 計画地 0.000003 0.001 0.001003 0.3％ 

地点Ｂ 幸町小学校 0.000009 0.001 0.001009 0.9％ 

地点Ｃ 高洲第三小学校 0.000002 0.001 0.001002 0.2％ 

地点Ｄ 磯辺小学校 0.000001 0.001 0.001001 0.1％ 

地点Ｅ 轟町小学校 0.000006 0.001 0.001006 0.6％ 

地点１ 寒川小学校 0.000001 0.001 0.001001 0.1％ 

地点２ 福正寺 0.000001 0.001 0.001001 0.1％ 

地点３ 蘇我保育所 0.000000 0.002 0.002000 0.0％ 

地点４ 山王小学校 0.000003 0.001 0.001003 0.3％ 

地点５ 宮野木 0.000007 0.001 0.001007 0.7％ 

地点６ 検見川小学校 0.000002 0.001 0.001002 0.2％ 

地点７ 都公園 0.000006 0.002 0.002006 0.3％ 

地点８ 真砂公園 0.000002 0.001 0.001002 0.2％ 

二酸化窒素 

（ppm） 

地点Ａ 計画地 0.000001 0.010 0.010001 0.0％ 

地点Ｂ 幸町小学校 0.000011 0.009 0.009011 0.1％ 

地点Ｃ 高洲第三小学校 0.000002 0.008 0.008002 0.0％ 

地点Ｄ 磯辺小学校 0.000001 0.008 0.008001 0.0％ 

地点Ｅ 轟町小学校 0.000010 0.009 0.009010 0.1％ 

地点１ 寒川小学校 0.000002 0.011 0.011002 0.0％ 

地点２ 福正寺 0.000002 0.009 0.009002 0.0％ 

地点３ 蘇我保育所 0.000001 0.010 0.010001 0.0％ 

地点４ 山王小学校 0.000008 0.009 0.009008 0.1％ 

地点５ 宮野木 0.000014 0.011 0.011014 0.1％ 

地点６ 検見川小学校 0.000004 0.010 0.010004 0.0％ 

地点７ 都公園 0.000012 0.010 0.010012 0.1％ 

地点８ 真砂公園 0.000003 0.010 0.010003 0.0％ 

浮遊粒子状物質 

（mg/ｍ3） 

地点Ａ 計画地 0.000003 0.015 0.015003 0.0％ 

地点Ｂ 幸町小学校 0.000009 0.012 0.012009 0.1％ 

地点Ｃ 高洲第三小学校 0.000002 0.012 0.012002 0.0％ 

地点Ｄ 磯辺小学校 0.000001 0.013 0.013001 0.0％ 

地点Ｅ 轟町小学校 0.000006 0.013 0.013006 0.0％ 

地点１ 寒川小学校 0.000001 0.013 0.013001 0.0％ 

地点２ 福正寺 0.000001 0.013 0.013001 0.0％ 

地点３ 蘇我保育所 0.000000 0.015 0.015000 0.0％ 

地点４ 山王小学校 0.000003 0.013 0.013003 0.0％ 

地点５ 宮野木 0.000007 0.013 0.013007 0.1％ 

地点６ 検見川小学校 0.000002 0.013 0.013002 0.0％ 

地点７ 都公園 0.000006 0.015 0.015006 0.0％ 

地点８ 真砂公園 0.000002 0.014 0.014002 0.0％ 
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表 5-1-1-14(2) 煙突排ガスの排出による大気質の予測結果（長期平均濃度、年平均値） 

項目 調査地点 
着地濃度 

（A） 

バックグラ
ウンド濃度 

(B) 

環境濃度 
予測結果 
(A+B) 

寄与率 
(A/(A+B) 
×100) 

水銀 

（μg/ｍ3） 

地点Ａ 計画地 0.000008 0.0040 0.004008 0.2％ 

地点Ｂ 幸町小学校 0.000027 0.0040 0.004027 0.7％ 

地点Ｃ 高洲第三小学校 0.000006 0.0048 0.004806 0.1％ 

地点Ｄ 磯辺小学校 0.000002 0.0040 0.004002 0.0％ 

地点Ｅ 轟町小学校 0.000017 0.0043 0.004317 0.4％ 

地点１ 寒川小学校 0.000003 0.0040 0.004003 0.1％ 

地点２ 福正寺 0.000003 0.0040 0.004003 0.1％ 

地点３ 蘇我保育所 0.000001 0.0040 0.004001 0.0％ 

地点４ 山王小学校 0.000010 0.0043 0.004310 0.2％ 

地点５ 宮野木 0.000022 0.0043 0.004322 0.5％ 

地点６ 検見川小学校 0.000007 0.0040 0.004007 0.2％ 

地点７ 都公園 0.000019 0.0043 0.004319 0.4％ 

地点８ 真砂公園 0.000007 0.0048 0.004807 0.1％ 

ダイオキシン類 

（pg-TEQ/ｍ3） 

地点Ａ 計画地 0.000027 0.0124 0.012427 0.2％ 

地点Ｂ 幸町小学校 0.000089 0.0129 0.012989 0.7％ 

地点Ｃ 高洲第三小学校 0.000021 0.0109 0.010921 0.2％ 

地点Ｄ 磯辺小学校 0.000006 0.0131 0.013106 0.0％ 

地点Ｅ 轟町小学校 0.000058 0.0150 0.015058 0.4％ 

地点１ 寒川小学校 0.000010 0.0129 0.012910 0.1％ 

地点２ 福正寺 0.000009 0.0170 0.017009 0.1％ 

地点３ 蘇我保育所 0.000003 0.0129 0.012903 0.0％ 

地点４ 山王小学校 0.000034 0.0270 0.027034 0.1％ 

地点５ 宮野木 0.000073 0.0150 0.015073 0.5％ 

地点６ 検見川小学校 0.000024 0.0131 0.013124 0.2％ 

地点７ 都公園 0.000062 0.0150 0.015062 0.4％ 

地点８ 真砂公園 0.000022 0.0210 0.021022 0.1％ 

 

   （イ）日平均値の年間 98％値または２％除外値 

二酸化硫黄、二酸化窒素及び浮遊粒子状物質濃度の日平均値の年間98％値または２％除

外値は、表 5-1-1-15に示すとおりである。 

二酸化硫黄の日平均値の年間２％除外値は0.004ppm、二酸化窒素の日平均値の年間98％

値は0.027ppm、浮遊粒子状物質の日平均値の年間２％除外値は0.036mg/ｍ3であり、環境基

準及び千葉市環境目標値を満足するものと予測する。 

 
表 5-1-1-15 煙突排ガスの排出による大気質の予測結果 

（日平均値の年間 98％値または２％除外値） 

項目 
年平均値 

予測結果 

日平均値の年間 98％値 

または２％除外値 
環境基準または千葉市環境目標値 

二酸化硫黄 

（ppm） 
0.001067 0.004 日平均値の年間２％除外値が 0.04ppm 以下 

二酸化窒素 

（ppm） 
0.010056 0.027 日平均値の年間 98％値が 0.04ppm 以下 

浮遊粒子状物質 

（mg/m3） 
0.015067 0.036 日平均値の年間２％除外値が 0.10mg/m3以下 
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図 5-1-1-3(1) 長期平均濃度予測結果（二酸化硫黄）  

この地図は国土地理院発行の 1:25,000 地形図「千葉西部」「千葉東部」「五井」
「蘇我」を使用したものである。 
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図 5-1-1-3(2) 長期平均濃度予測結果（二酸化窒素）  

この地図は国土地理院発行の 1:25,000 地形図「千葉西部」「千葉東部」「五井」
「蘇我」を使用したものである。 
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図 5-1-1-3(3) 長期平均濃度予測結果（浮遊粒子状物質）  

この地図は国土地理院発行の 1:25,000 地形図「千葉西部」「千葉東部」「五井」
「蘇我」を使用したものである。 
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図 5-1-1-3(4) 長期平均濃度予測結果（水銀）  

この地図は国土地理院発行の 1:25,000 地形図「千葉西部」「千葉東部」「五井」
「蘇我」を使用したものである。 
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図 5-1-1-3(5) 長期平均濃度予測結果（ダイオキシン類）  

この地図は国土地理院発行の 1:25,000 地形図「千葉西部」「千葉東部」「五井」
「蘇我」を使用したものである。 
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   イ．短期高濃度予測 

   （ア）大気安定度不安定時 

大気安定度不安定時の予測結果は、表 5-1-1-16に示すとおりである。 

最大着地濃度は、風速1.0ｍ/秒、大気安定度Ａのケースが最大となり、二酸化硫黄が

0.0014ppm、二酸化窒素が0.0042ppm、浮遊粒子状物質が0.0014mg/ｍ3、塩化水素が0.0014ppm

と予測する。 

 

表 5-1-1-16 大気安定度不安定時の予測結果（短期高濃度） 

風速 

 最大着地濃度 
最大着地濃度 

出現距離 
大気 

安定度 
二酸化硫黄 二酸化窒素 

浮遊粒子状

物質 
塩化水素 

ｍ/秒  ppm ppm mg/ｍ3 ppm ｍ 

1.0 
Ａ 0.0014 0.0042 0.0014 0.0014   680 

Ｂ 0.0009 0.0026 0.0009 0.0009 1,580 

2.0 
Ａ 0.0010 0.0031 0.0010 0.0010   600 

Ｂ 0.0007 0.0021 0.0007 0.0007 1,230 

3.0 
Ａ 0.0008 0.0025 0.0008 0.0008   570 

Ｂ 0.0006 0.0018 0.0006 0.0006 1,100 

 
   （イ）上層気温逆転時 

上層気温逆転時の予測結果は、表 5-1-1-17に示すとおりである。 

最大着地濃度は、風速1.0ｍ/秒、大気安定度Ａのケースが最大となり、二酸化硫黄が

0.0028ppm、二酸化窒素が0.0085ppm、浮遊粒子状物質が0.0028mg/ｍ3、塩化水素が0.0028ppm

と予測する。 

 

表 5-1-1-17 上層気温逆転時の予測結果（短期高濃度） 

風速 

 最大着地濃度 
最大着地濃度 

出現距離 
大気 

安定度 
二酸化硫黄 二酸化窒素 

浮遊粒子状

物質 
塩化水素 

ｍ/秒  ppm ppm mg/ｍ3 ppm ｍ 

1.0 
Ａ 0.0028 0.0085 0.0028 0.0028   690 

Ｂ 0.0017 0.0052 0.0017 0.0017 1,580 

2.0 
Ａ 0.0021 0.0063 0.0021 0.0021   600 

Ｂ 0.0014 0.0042 0.0014 0.0014 1,230 

3.0 
Ａ 0.0017 0.0050 0.0017 0.0017   570 

Ｂ 0.0012 0.0036 0.0012 0.0012 1,100 
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   （ウ）上層気温逆転時（現地調査結果の気象条件） 

上層気温逆転時（現地調査結果の気象条件）の予測結果は、表 5-1-1-18(1)、(2)に示す

とおりである。 

最大着地濃度は、風速 1.9ｍ/秒、大気安定度Ｂのケースが最大（No.34）となり、二酸

化硫黄が 0.0021ppm、二酸化窒素が 0.0064ppm、浮遊粒子状物質が 0.0021mg/ｍ3、塩化水

素が 0.0021ppmと予測する。 

 
表 5-1-1-18(1) 上層気温逆転時の予測結果（短期高濃度 現地調査結果の気象条件） 

No. 
風速 

大気安定度 

最大着地濃度 
最大着地濃度 

出現距離 二酸化硫黄 二酸化窒素 
浮遊粒子状 

物質 
塩化水素 

m/s ppm ppm mg/m3 ppm m 

1 12.7 ＣＤ 0.0002 0.0005 0.0002 0.0002  2,270 

2 13.9 Ｄ 0.0001 0.0003 0.0001 0.0001  4,190 

3 10.4 Ｄ 0.0001 0.0004 0.0001 0.0001  4,380 

4 11.3 Ｄ 0.0001 0.0004 0.0001 0.0001  4,300 

5  7.5 Ｄ 0.0002 0.0005 0.0002 0.0002  4,760 

6  9.4 Ｄ 0.0001 0.0004 0.0001 0.0001  4,490 

7 14.4 Ｄ 0.0001 0.0003 0.0001 0.0001  4,090 

8  8.1 Ｄ 0.0001 0.0004 0.0001 0.0001  4,930 

9  1.7 Ｄ 0.0005 0.0015 0.0005 0.0005  9,280 

10  4.5 Ｄ 0.0002 0.0006 0.0002 0.0002  5,610 

11  4.6 ＡＢ 0.0006 0.0018 0.0006 0.0006    670 

12  2.5 Ｇ 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 12,000 

13  2.3 Ｇ 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 12,000 

14  5.9 Ｅ 0.0001 0.0003 0.0001 0.0001 10,000 

15  9.0 Ｄ 0.0001 0.0004 0.0001 0.0001  4,530 

16  3.5 Ｄ 0.0002 0.0007 0.0002 0.0002  6,200 

17  8.5 Ｄ 0.0001 0.0004 0.0001 0.0001  4,840 

18  3.5 Ｄ 0.0002 0.0007 0.0002 0.0002  6,200 

19  5.9 Ｄ 0.0002 0.0005 0.0002 0.0002  5,110 

20  5.3 Ｄ 0.0002 0.0006 0.0002 0.0002  5,300 

21  5.8 Ｄ 0.0002 0.0005 0.0002 0.0002  5,140 

22 10.6 Ｂ 0.0003 0.0008 0.0003 0.0003    850 

23 10.9 ＢＣ 0.0003 0.0008 0.0003 0.0003  1,110 

24  4.6 Ｄ 0.0002 0.0006 0.0002 0.0002  5,570 

25  6.9 Ｄ 0.0002 0.0005 0.0002 0.0002  4,870 

26  8.1 Ｄ 0.0001 0.0004 0.0001 0.0001  4,660 

27  6.0 Ｄ 0.0002 0.0005 0.0002 0.0002  5,090 

28  5.1 Ｇ 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 12,000 

29  5.2 Ｂ 0.0004 0.0013 0.0004 0.0004    960 

30  4.8 ＡＢ 0.0006 0.0018 0.0006 0.0006    660 

31  5.3 Ｄ 0.0002 0.0006 0.0002 0.0002  6,080 

32  2.4 Ｄ 0.0004 0.0011 0.0004 0.0004  8,750 

33  2.1 Ｄ 0.0003 0.0008 0.0003 0.0003  8,050 

34  1.9 Ｂ 0.0021 0.0064 0.0021 0.0021  1,030 

35  4.5 Ｂ 0.0006 0.0017 0.0006 0.0006  1,180 

36 11.0 Ｄ 0.0001 0.0004 0.0001 0.0001  4,320 

37  7.5 Ｄ 0.0002 0.0005 0.0002 0.0002  4,760 

38  7.2 Ｂ 0.0004 0.0011 0.0004 0.0004    900 

39  6.8 Ｂ 0.0004 0.0011 0.0004 0.0004    910 

40  8.5 Ｄ 0.0001 0.0004 0.0001 0.0001  4,600 

  



5-26 

 
表 5-1-1-18(2) 上層気温逆転時の予測結果（短期高濃度 現地調査結果の気象条件） 

No. 
風速 

大気安定度 

最大着地濃度 
最大着地濃度 

出現距離 二酸化硫黄 二酸化窒素 
浮遊粒子状 

物質 
塩化水素 

m/s ppm ppm mg/m3 ppm m 

41  7.4 Ｄ 0.0002 0.0005 0.0002 0.0002  4,780 

42  6.8 Ｄ 0.0002 0.0005 0.0002 0.0002  4,890 

43  5.3 Ｇ 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 12,000 

44  3.8 Ｇ 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 12,000 

45  4.3 Ｄ 0.0002 0.0006 0.0002 0.0002  5,710 

46  2.9 Ｄ 0.0002 0.0007 0.0002 0.0002  6,730 

47  7.7 Ｄ 0.0002 0.0005 0.0002 0.0002  4,720 

48  7.5 Ｄ 0.0002 0.0005 0.0002 0.0002  4,760 

49  5.9 Ｇ 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 12,000 

50  9.1 Ｄ 0.0001 0.0004 0.0001 0.0001  4,520 

51  7.9 Ｇ 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 12,000 

52  5.3 Ｄ 0.0002 0.0006 0.0002 0.0002  6,080 

53  4.7 Ｇ 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 12,000 

54  3.9 Ｄ 0.0004 0.0013 0.0004 0.0004  5,900 

55  3.4 Ｂ 0.0006 0.0017 0.0006 0.0006  1,060 

56  1.7 Ｂ 0.0008 0.0023 0.0008 0.0008  1,300 

57  3.7 Ｄ 0.0002 0.0006 0.0002 0.0002  6,060 

58  4.1 Ｄ 0.0004 0.0012 0.0004 0.0004  5,900 

59  5.1 Ｄ 0.0002 0.0006 0.0002 0.0002  6,220 

60  3.9 Ｄ 0.0004 0.0013 0.0004 0.0004  5,900 

61  3.8 Ｄ 0.0004 0.0013 0.0004 0.0004  5,900 

62  2.3 Ｂ 0.0011 0.0032 0.0011 0.0011  1,310 

63  6.8 Ｄ 0.0002 0.0005 0.0002 0.0002  4,890 

64  2.5 Ｇ 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 12,000 

65  6.9 Ｇ 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 12,000 

66  7.4 Ｄ 0.0002 0.0005 0.0002 0.0002  5,120 

67  3.3 Ｇ 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 12,000 

68  2.0 Ｂ 0.0007 0.0021 0.0007 0.0007  1,230 

69  1.6 Ｄ 0.0010 0.0031 0.0010 0.0010  5,900 

70  5.1 Ｄ 0.0002 0.0006 0.0002 0.0002  5,370 

71  6.1 Ｄ 0.0002 0.0005 0.0002 0.0002  5,070 

72  7.1 Ｄ 0.0002 0.0005 0.0002 0.0002  4,830 

73  6.2 Ｄ 0.0002 0.0005 0.0002 0.0002  5,030 

74  5.7 Ｄ 0.0002 0.0006 0.0002 0.0002  5,840 

75  6.1 Ｇ 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 12,000 

76  8.0 Ｄ 0.0002 0.0006 0.0002 0.0002  5,550 

77  6.9 Ｄ 0.0002 0.0007 0.0002 0.0002  5,660 

78  3.6 Ｂ 0.0005 0.0016 0.0005 0.0005  1,050 

79  1.7 ＡＢ 0.0010 0.0031 0.0010 0.0010    800 

80  1.3 Ｄ 0.0003 0.0008 0.0003 0.0003  9,990 

81  4.7 Ｇ 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 12,000 

82  5.1 Ｇ 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 12,000 

83  7.3 Ｄ 0.0002 0.0005 0.0002 0.0002  4,790 
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   （エ）接地逆転層崩壊時 

接地逆転層崩壊時の予測結果は、表 5-1-1-19に示すとおりである。 

最大着地濃度は、風速1.0ｍ/秒のケースが最大となり、二酸化硫黄が0.0036ppm、二酸化

窒素が0.0107ppm、浮遊粒子状物質が0.0036mg/ｍ3、塩化水素が0.0036ppmと予測する。 

 
表 5-1-1-19 接地逆転層崩壊時の予測結果（短期高濃度） 

風速 

最大着地濃度 
最大着地濃度 

出現距離 二酸化硫黄 二酸化窒素 
浮遊粒子状

物質 
塩化水素 

ｍ/秒 ppm ppm mg/ｍ3 ppm ｍ 

1.0 0.0036 0.0107 0.0036 0.0036 1,180 

2.0 0.0024 0.0073 0.0024 0.0024 1,490 

3.0 0.0018 0.0054 0.0018 0.0018 1,840 

4.0 0.0014 0.0042 0.0014 0.0014 2,200 

5.0 0.0011 0.0034 0.0011 0.0011 2,570 

6.0 0.0009 0.0028 0.0009 0.0009 2,950 

 

   （オ）煙突によるダウンウォッシュ時 

煙突によるダウンウォッシュ時の予測結果は、表 5-1-1-20に示すとおりである。 

最大着地濃度は、風速16.7ｍ/秒、大気安定度Ｃのケースが最大となり、二酸化硫黄が

0.0002ppm、二酸化窒素が0.0007ppm、浮遊粒子状物質が0.0002mg/ｍ3、塩化水素が0.0002ppm

と予測する。 

 

表 5-1-1-20 煙突によるダウンウォッシュ時の予測結果（短期高濃度） 

風速 

 最大着地濃度 
最大着地濃度 

出現距離 
大気 

安定度 
二酸化硫黄 二酸化窒素 

浮遊粒子状 

物質 
塩化水素 

ｍ/秒 ppm ppm mg/ｍ3 ppm ｍ 

16.7 
Ｃ 0.0002 0.0007 0.0002 0.0002 1,190 

Ｄ 0.0001 0.0004 0.0001 0.0001 3,110 
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   （カ）短期高濃度予測結果と環境基準等との比較 

環境基準等と比較するために、煙突排ガスの排出による大気質の短期高濃度予測結果

（最大着地濃度）にバックグラウンド濃度を加えた環境濃度は、表 5-1-1-21に示すとお

りである。 

煙突排ガスにより周辺環境への高濃度の影響が想定される各条件のうち、全ての物質が

接地逆転層崩壊時の予測結果が最大となった。最大値は、二酸化硫黄が0.0806ppm、二酸化

窒素が0.0797ppm、浮遊粒子状物質が0.1486㎎/ｍ3、塩化水素が0.0126ppmであり、環境基

準等を下回るものと予測した。 

 

表 5-1-1-21 煙突排ガスの排出による大気質の予測結果及び環境基準等（短期高濃度） 

ケース 大気安定度 
不安定時 上層気温逆転時 上層気温逆転時 

(現地調査結果) 
接地逆転層 
崩壊時 

煙突による 
ダウンウォッシュ  環境基準等 

区分 物質 単位 

最
大
環
境
濃
度 

二酸化 
硫黄 ppm 

0.0784 
(0.0014) 

0.0798 
(0.0028) 

0.0791 
(0.0021) 

0.0806 
(0.0036) 

0.0772 
(0.0002) 

１時間値が0.1～
0.2ppm以下注４） 

二酸化 
窒素 ppm 

0.0732 
(0.0042) 

0.0775 
(0.0085) 

0.0754 
(0.0064) 

0.0797 
(0.0107) 

0.0697 
(0.0007) 

１時間値が
0.1ppm以下 

浮遊粒子
状物質 mg/ｍ3 

0.1464 
(0.0014) 

0.1478 
(0.0028) 

0.1471 
(0.0021) 

0.1486 
(0.0036) 

0.1452 
(0.0002) 

１時間値が
0.20mg/ｍ3以下 

塩化水素 ppm 
0.0104 
(0.0014) 

0.0118 
(0.0028) 

0.0111 
(0.0021) 

0.0126 
(0.0036) 

0.0092 
(0.0002) 

１時間値が
0.02ppm以下注５） 

出
現
条
件 

大気 
安定度 － Ａ Ａ Ｂ 

Moderate 
Inversion注６） 

Ｃ 
－ 

風速 ｍ/秒 1.0 1.0 1.9 1.0 16.7 

注１）    は全ての予測値の中の最大値を示す。なお、本表は短期高濃度予測結果をわかりやすく整理するために一覧にしたものであり、

予測方法や設定条件が異なるため、各ケースの予測精度は異なる。 

注２）（ ）内の数字は最大着地濃度の最大値を示し、（ ）外の数字はバックグラウンド濃度に最大着地濃度を加えた値を示す。 

注３）二酸化硫黄、二酸化窒素及び浮遊粒子状物質のバックグラウンド濃度は、現地調査結果及び千葉市全域の一般環境大気測定局（令和５

年度）の１時間値のうちの最大値とした。また、塩化水素は、常時測定項目ではないため、現地調査結果の日平均値の最大値とした。 

注４）二酸化窒素については、「二酸化窒素の人の健康影響に係る判定条件等について」（昭和53年３月 中央公害対策審議会答申）に示され

る短期暴露指針値（0.1～0.2ppmを超えないこと）を環境基準等として設定した。 

注５）塩化水素については、環境庁大気保全局長通達（昭和52年６月 環大規第136号）において排出基準を定める際に示された目標環境濃

度（0.02ppm）を環境基準等として設定した。 

注６）拡散パラメータのうち、逆転層にあたるModerate Inversion（適度な逆転の意）を示す。 

注７）上記の短期高濃度に関する気象条件の出現頻度等は以下のとおりである。 

・大 気 安 定 度 不 安 定 時：計画地の年間の測定結果（風速は地上100ｍ高の推定風）で、大気安定度がＡ、風速が１～２ｍ/秒の出

現頻度は104時間（1.2％）である。 

・上 層 気 温 逆 転 時：計画地の年間の測定結果（風速は地上100ｍ高の推定風）で、大気安定度がＡ、風速が１～２ｍ/秒の出

現頻度は104時間（1.2％）である。 

（ 現 地 調 査 ）：計画地の年間の測定結果（風速は地上100ｍ高の推定風）で、大気安定度がＢ、風速が１～２ｍ/秒の出

現頻度は236時間（2.7％）である。 

・接 地 逆 転 層 崩 壊 時：接地逆転層は、特に冬季の晴天で風の弱い時に地面からの放射冷却によって深夜から早朝にかけて生じ

る現象であり、日の出からの時間経過とともに崩壊する。接地逆転層の崩壊現象は、通常１時間以内の

短時間での現象である。 

・煙突によるダウンウォッシュ時：計画地の年間の測定結果（風速は地上100ｍ高の推定風）で、大気安定度がＣ、風速が16.7ｍ/秒以上の出

現時間は０時間（0.0％）である。 
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（２）環境保全措置 

本事業では、煙突排ガスの排出による大気質への影響を低減するために、次のような措置を

講ずる計画である。 

【計画段階で配慮し、予測に反映されている環境保全措置】 

・排出ガスは、法の基準値と同等またはそれよりも厳しい値を公害防止基準とし、この値

を満足させて排出する。 

・低温バグフィルタにより、燃焼ガス中のばいじんを捕集するとともに、排ガス処理薬剤

の併用により有害ガスを高効率に除去する。 

・乾式吹き込み方式を採用し、ガス中の塩化水素、硫黄酸化物をアルカリ剤と反応させて

除去する。 

・触媒脱硝法を採用し、窒素酸化物をガス状のアンモニアと触媒上で接触反応させること

により分解する。 

・バグフィルタに活性炭を吹き込むことで、ダイオキシン類を除去する。また、触媒脱硝

設備により、窒素酸化物と併せてダイオキシン類を分解する。 

・水銀は、活性炭により吸着・除去する 

【予測に反映されていないが環境影響の更なる回避・低減のための環境保全措置】 

・ごみ質の均一化を図り適正負荷による安定した燃焼を維持することで、大気汚染物質の

低減に努める。 

・今後、法令等の改正により、新たに物質や規制が追加された場合は、法規制等の動向を

踏まえ対応するものとする。 
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（３）評価 

  ① 評価方法 

   ア．人の健康及び環境への影響の回避・低減が実行可能な範囲内で最大限図られているかを

検討する方法 

環境保全措置の実施方法等について検討した結果をもとに、事業者により実行可能な範

囲内で本事業に係る環境影響が最大限回避・低減されているかについて、見解を明らかに

した。 

   イ．基準・目標等との整合性が図られているかを検討する方法 

   （ア）長期平均濃度の評価 

二酸化窒素については日平均値の年間98％値、二酸化硫黄、浮遊粒子状物質については

日平均値の年間２％除外値、水銀及びダイオキシン類については年平均値の予測結果を環

境基準、千葉市環境目標値等と対比して評価を行った。なお、各項目の環境基準等は、表 

5-1-1-22に示すとおりである。 

 

表 5-1-1-22 煙突排ガスの排出に伴う大気質に係る整合を図るべき基準（長期平均濃度） 

項目 根拠 整合を図るべき基準 
二酸化窒素 環境基準・千葉市環境目標値 0.04ppm 以下 

二酸化硫黄 環境基準・千葉市環境目標値 0.04ppm 以下 

浮遊粒子状物質 環境基準・千葉市環境目標値 0.10mg/ｍ3以下 

水銀 千葉市環境目標値 0.04μgHg/ｍ3以下 

ダイオキシン類 環境基準・千葉市環境目標値 0.6pg-TEQ/ｍ3以下 

 
   （イ）短期高濃度の評価 

二酸化窒素、二酸化硫黄、浮遊粒子状物質、塩化水素の短期高濃度（１時間値）予測結

果を環境基準等と対比して評価を行った。なお、各項目の環境基準等は、表 5-1-1-23に示

すとおりである。 

 
表 5-1-1-23 煙突排ガスの排出に伴う大気質に係る整合を図るべき基準（短期高濃度） 

項目 根拠 整合を図るべき基準 

二酸化窒素 
二酸化窒素の人の健康影響に係る判
定条件等について 

0.1～0.2ppm 以下 

二酸化硫黄 環境基準・千葉市環境目標値 0.1ppm 以下 

浮遊粒子状物質 環境基準・千葉市環境目標値 0.20mg/ｍ3以下 

塩化水素 環境庁大気保全局長通達 0.02ppm 以下 
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  ② 評価結果 

   ア．人の健康及び環境への影響の回避・低減が実行可能な範囲内で最大限図られているかの

評価 

環境保全措置の実施方法等について検討した結果、「（２）環境保全措置」（5-29頁参照）

に示す措置を講ずることから、事業者により実行可能な範囲で対象事業に係る環境影響が

できる限り回避又は低減されているものと評価する。 

   イ．基準・目標等との整合性が図られているかの評価 

   （ア）長期平均濃度の評価 

煙突排ガスの排出による大気質の長期平均濃度の最大着地濃度予測結果は、二酸化硫黄

の日平均値の年間２％除外値は0.004ppm、二酸化窒素の日平均値の年間98％値は0.027ppm、

浮遊粒子状物質の日平均値の年間２％除外値は0.036mg/ｍ3、水銀の年平均値は0.004201μ

gHg/ｍ3、ダイオキシン類の年平均値は0.013071pg-TEQ/ｍ3であり、各項目について整合を

図るべき基準を満足するものと評価する。 

   （イ）短期高濃度の評価 

煙突排ガスの排出による大気質の短期高濃度の予測結果は、煙突排ガスにより周辺環境

への高濃度の影響が想定される各条件のうち、全ての物質が接地逆転層崩壊時の予測結果

が最大となった。最大値は、二酸化硫黄が0.0806ppm、二酸化窒素が0.0797ppm、浮遊粒子

状物質が0.1486㎎/ｍ3、塩化水素が0.0126ppmであり、各項目について整合を図るべき基準

を満足するものと評価する。 
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5-1-2 廃棄物運搬車両の走行 

（１）予測 

  ① 予測内容 

予測項目は、廃棄物運搬車両等の走行に伴う大気質（二酸化窒素（NO2）、浮遊粒子状物質

（SPM）とした。 

  ② 予測方法 

   ア．予測手順 

廃棄物運搬車両等による沿道大気質の予測手順は、図 5-1-2-1に示すとおりとした。 

プルーム式及びパフ式を用いた拡散シミュレーションにより、長期平均濃度を予測した。

拡散計算により得られた窒素酸化物濃度（NOx）を、二酸化窒素濃度（NO2）に変換する必要

がある。変換にあたって、「国土技術政策総合研究所資料第714号 道路環境影響評価の技

術手法（平成24年度版）」（平成25年３月 国土交通省国土技術政策総合研究所）に示され

ている変換式を使用した。 

 

 
 

図 5-1-2-1 廃棄物運搬車両等による沿道大気質の予測手順 

 

事業計画 

廃棄物運搬車両等交通量 

大気汚染物質の排出係数 

現地調査 

地上気象調査 

汚染物質排出量 

年平均値寄与濃度 

気象条件 

窒素酸化物は 
二酸化窒素へ変換 

交通量調査 

バックグラウンド濃度 

大気拡散計算 

年平均環境濃度 

一般車両交通量 

道路条件 
排出源位置 
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   イ．予測式 

予測に用いる拡散式は、「国土技術政策総合研究所資料第714号 道路環境影響評価の技

術手法（平成24年度版）」に示されるプルーム式及びパフ式とした。予測式は、以下のとお

りである。 

 
   （ア）有風時（風速 1.0ｍ/秒を超える場合）：プルーム式 

 

 

 
 
 
 
 
［記 号］ 

C(x,y,z)：(x,y,z)地点における窒素酸化物濃度（ppm）、浮遊粒子状物質濃度（mg/ｍ3） 

Q  ：点煙源の窒素酸化物の排出量（mL/秒）、浮遊粒子状物質の排出量（mg/秒） 

u  ：平均風速（ｍ/秒） 

H  ：排出源の高さ（ｍ） 

σy,σZ ：水平（y）、鉛直（z）方向の拡散幅（ｍ） 

（x<W/2の場合は、σy=W/2、σz=σz0とする。） 

σZ0  ：鉛直方向の初期拡散幅 

  （遮音壁がない場合：1.5ｍ） 

L  ：車道部端からの距離（L=x-W/2）（ｍ） 

x  ：風向に沿った風下距離（ｍ） 

W  ：車道部幅員（ｍ） 

x  ：風向に沿った風下距離（ｍ） 

y  ：ｘ軸に直角な水平距離（ｍ） 

z  ：ｘ軸に直角な鉛直距離（ｍ） 

 

   （イ）弱風時（風速 1.0ｍ/秒以下）：パフ式 

 

 

 

 

 

 

 
［記 号］ 

to ：初期拡散幅に相当する時間（t0=W/2α）（秒） 
α,γ ：拡散幅に関する係数 
（α=0.3、γ=0.18(昼間:7:00～19:00)、γ=0.09(夜間:19:00～7:00)） 
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   （ウ）時間別平均排出量 

 

 
［記 号］ 

Qt ：時間別平均排出量（mL/ｍ･秒又はmg/ｍ･秒） 

Ei ：車種別排出係数（g/km･台） 

Nit ：車種別時間別交通量（台/時） 

Vw ：換算係数（mL/g又はmg/g） 

窒素酸化物：20℃、１気圧で523ml/g 

浮遊粒子状物質：1,000mg/g 

 
   （エ）重合計算式 

 

 

 

 
 
［記 号］ 

Ca ：年平均濃度（ppm又はmg/ｍ3） 

Cat ：時刻tにおける年平均濃度（ppm又はmg/ｍ3） 

Rws ：プルーム式により求められた風向別基準濃度（ｍ-1） 

fwts ：年平均時間別風向出現割合 

uwts ：年平均時間別風向別平均風速（ｍ/秒） 

Rcdn ：パフ式により求められた昼夜別基準濃度（秒/ｍ2） 

fct ：年平均時間別弱風時出現割合 

Qt ：年平均時間別平均排出量（mL/ｍ･秒、mg/ｍ･秒） 

なお、添字のsは風向（16方位）、tは時間、dnは昼夜の別、wは有風時、cは弱風時を示す。 
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   ウ．予測条件 

   （ア）交通条件 

廃棄物運搬車両等の交通条件は、表 5-1-2-1に示すとおり、既存施設の令和６年におけ

る搬出入車両台数実績及び施設の通勤者数を踏まえて設定した。 

なお、予測地点ごとの廃棄物運搬車両等の台数は、表 5-1-2-2に示すとおり既存施設の

令和６年の実績を踏まえて配分した。 

各予測地点における断面交通量の条件は、表 5-1-2-3(1)～(3)に示すとおりである。 

 

表 5-1-2-1 廃棄物運搬車両等の交通条件 

項目 搬送物 車種 
大型車

(台/日) 

小型車

(台/日) 
設定した時間帯 

ごみ搬入車両 － － 288  0  － 

 

登録車 

可燃ごみ等(通常収集) パッカー車 217  0  8:15～16:00 

 
可燃ごみ等(早朝収集) 

※月曜日のみ 
パッカー車 35 0  6:15～8:15 

 未登録車 可燃ごみ等(自己搬入) トラック・乗用車 36 0  13:00～16:00 

消耗品搬入車 
消石灰、アンモニア、 

凝集剤等 

ジェットパック車、 

ローリー車、トラック 
1 0  11:00～12:00 

搬出車両 焼却灰・飛灰固化物 大型車 12  0  6:00～17:00 

通勤車両等 
交代勤務 普通乗用車 0  8  

7:00～18:00 
日中勤務 普通乗用車 0  24  

合計 301  32  － 
注）時間帯は平均的な時間帯を示すものであり、実態と異なる場合がある。 

 
表 5-1-2-2 廃棄物運搬車両等のルート配分 

地点 
入退場

方向 

ごみ搬入 

（登録車） 

ごみ搬入 

（自己搬入） 
消耗品搬入車 搬出車両 日中勤務 交代勤務 

地点 1 
入場 27％ 22％ 0％ 0％ 2％ 2％ 

退場 10％ 22％ 0％ 0％ 2％ 2％ 

地点 2 
入場 69％ 78％ 100％ 100％ 78％ 78％ 

退場 78％ 78％ 100％ 100％ 78％ 78％ 

地点 3 
入場 31％ 22％ 0％ 0％ 22％ 22％ 

退場 22％ 22％ 0％ 0％ 22％ 22％ 
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表 5-1-2-3(1) 予測に用いる交通量（断面交通量） 

【地点１：市道高洲中央港線】 
単位：台 

時間帯 
一般交通量 廃棄物運搬車両等 全体交通量 

小型 大型 合計 小型 大型 合計 小型 大型 合計 

6～7 528  55  583  0  5  5  528  60  588  

7～8 952  58  1,010  0  7  7  952  65  1,017  

8～9 797  55  852  0  9  9  797  64  861  

9～10 737  61  798  0  21  21  737  82  819  

10～11 698  71  769  0  13  13  698  84  782  

11～12 664  47  711  0  19  19  664  66  730  

12～13 665  47  712  0  8  8  665  55  720  

13～14 697  51  748  0  13  13  697  64  761  

14～15 657  39  696  0  10  10  657  49  706  

15～16 720  57  777  0  5  5  720  62  782  

16～17 816  46  862  0  0  0  816  46  862  

17～18 931  36  967  0  0  0  931  36  967  

18～19 716  44  760  0  0  0  716  44  760  

19～20 616  39  655  0  0  0  616  39  655  

20～21 366  21  387  0  0  0  366  21  387  

21～22 301  18  319  0  0  0  301  18  319  

22～23 184  21  205  0  0  0  184  21  205  

23～24 107  13  120  0  0  0  107  13  120  

0～1 64  18  82  0  0  0  64  18  82  

1～2 68  30  98  0  0  0  68  30  98  

2～3 45  26  71  0  0  0  45  26  71  

3～4 60  37  97  0  0  0  60  37  97  

4～5 113  61  174  0  0  0  113  61  174  

5～6 233  63  296  0  0  0  233  63  296  

24時間計 11,735  1,014  12,749  0  110  110  11,735  1,124  12,859  
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表 5-1-2-3(2) 予測に用いる交通量（断面交通量） 

【地点２：市道新港穴川線】 
単位：台 

時間帯 
一般交通量 廃棄物運搬車両等 全体交通量 

小型 大型 合計 小型 大型 合計 小型 大型 合計 

6～7 695 297 992 0 22 22 695 319 1,014 

7～8 1,302 360 1,662 22 29 51 1,324 389 1,713 

8～9 1,338 452 1,790 3 37 40 1,341 489 1,830 

9～10 1,072 681 1,753 0 86 86 1,072 767 1,839 

10～11 1,027 650 1,677 0 54 54 1,027 704 1,731 

11～12 1,118 609 1,727 0 76 76 1,118 685 1,803 

12～13 1,040 472 1,512 0 37 37 1,040 509 1,549 

13～14 1,110 542 1,652 0 50 50 1,110 592 1,702 

14～15 1,016 446 1,462 0 35 35 1,016 481 1,497 

15～16 1,205 349 1,554 0 23 23 1,205 372 1,577 

16～17 1,254 328 1,582 3 3 6 1,257 331 1,588 

17～18 1,506 207 1,713 22 0 22 1,528 207 1,735 

18～19 1,212 178 1,390 0 0 0 1,212 178 1,390 

19～20 851 135 986 0 0 0 851 135 986 

20～21 524 129 653 0 0 0 524 129 653 

21～22 417 97 514 0 0 0 417 97 514 

22～23 319 104 423 0 0 0 319 104 423 

23～24 148 94 242 0 0 0 148 94 242 

0～1 158 134 292 0 0 0 158 134 292 

1～2 142 102 244 0 0 0 142 102 244 

2～3 136 115 251 0 0 0 136 115 251 

3～4 162 156 318 0 0 0 162 156 318 

4～5 212 256 468 0 0 0 212 256 468 

5～6 408 275 683 0 0 0 408 275 683 

24時間計 18,372 7,168 25,540 50  452  502  18,422 7,620 26,042 
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表 5-1-2-3(3) 予測に用いる交通量（断面交通量） 

【地点３：市道千葉臨海線】 
単位：台 

時間帯 
一般交通量 廃棄物運搬車両等 全体交通量 

小型 大型 合計 小型 大型 合計 小型 大型 合計 

6～7 645 288 933 0 7 7 645 295 940 

7～8 866 347 1,213 6 10 16 872 357 1,229 

8～9 959 331 1,290 1 14 15 960 345 1,305 

9～10 893 559 1,452 0 30 30 893 589 1,482 

10～11 957 430 1,387 0 19 19 957 449 1,406 

11～12 942 445 1,387 0 26 26 942 471 1,413 

12～13 815 392 1,207 0 12 12 815 404 1,219 

13～14 943 260 1,203 0 15 15 943 275 1,218 

14～15 1,045 313 1,358 0 11 11 1,045 324 1,369 

15～16 914 287 1,201 0 6 6 914 293 1,207 

16～17 719 192 911 1 0 1 720 192 912 

17～18 1,250 185 1,435 6 0 6 1,256 185 1,441 

18～19 966 161 1,127 0 0 0 966 161 1,127 

19～20 592 172 764 0 0 0 592 172 764 

20～21 531 133 664 0 0 0 531 133 664 

21～22 325 111 436 0 0 0 325 111 436 

22～23 245 98 343 0 0 0 245 98 343 

23～24 136 99 235 0 0 0 136 99 235 

0～1 101 108 209 0 0 0 101 108 209 

1～2 86 92 178 0 0 0 86 92 178 

2～3 102 94 196 0 0 0 102 94 196 

3～4 93 144 237 0 0 0 93 144 237 

4～5 155 193 348 0 0 0 155 193 348 

5～6 333 275 608 0 0 0 333 275 608 

24時間計 14,613 5,709 20,322 14 150 164 14,627 5,859 20,486 
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   （イ）道路条件、排出源位置 

煙源は、図 5-1-2-2に示すとおり、車道部の中央に予測断面を中心に前後合わせて400

ｍの区間に配置し、煙源の間隔は、予測断面の前後20ｍの区間で２ｍ間隔、その両側それ

ぞれ180ｍの区間で10ｍ間隔とした。排出源の高さは、「路面高さ＋１ｍ」とした。 

また、各地点の道路構造は、図 5-1-2-3に示すとおりである。 

 

 
注）「道路環境影響評価の技術手法（平成 24 年度版）」（平成 25 年３月 国土交通省 

国土技術政策総合研究所 独立行政法人 土木研究所）を基に作図したものであ

る。 

図 5-1-2-2 煙源の配置 

 

≪断面図≫ 

≪平面図≫ 
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地点１ 市道高洲中央港線 

 
地点２ 市道新港穴川線 

 
地点３ 市道千葉臨海線 

図 5-1-2-3 道路構造 
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   （ウ）汚染物質排出量 

窒素酸化物及び浮遊粒子状物質の予測時点における車種別排出係数は、「国土技術政策

総合研究所資料第671号 道路環境影響評価等に用いる自動車排出係数の算定根拠（平成

22年度版）」（平成24年２月 国土交通省国土技術政策総合研究所）に基づき、表 5-1-2-4

に示すとおり、計画施設の稼働開始計画年度（2031年度）を踏まえて2030年度の排出係数

を設定した。走行速度は、現地調査の結果のうち、濃度が高くなる条件として速度が遅い

方向の結果を用いた。 

 
表 5-1-2-4 車種別排出係数（2030年度） 

車種 地点 
走行速度 

(km/時) 

排出係数（g/（km・台）） 

窒素酸化物 浮遊粒子状物質 

大型車 

地点１ 市道高洲中央港線 36 0.386378 0.007280 

地点２ 市道新港穴川線 48 0.303420 0.005732 

地点３ 市道千葉臨海線 47 0.308236 0.005828 

小型車 

地点１ 市道高洲中央港線 36 0.052463 0.000658 

地点２ 市道新港穴川線 48 0.041990 0.000389 

地点３ 市道千葉臨海線 47 0.042669 0.000402 

 
   （エ）気象条件 

風向及び風速は、計画地における１年間の地上気象調査結果に基づき設定した。なお、

風速については、以下に示すべき乗則の式により、排出源の高さにおける風速を推定し用

いた。 
 

U＝U0・(H/H0)P 
 

[記 号] 

U ：高さHｍにおける推計風速(ｍ/秒) 

U0 ：基準高さH0の風速(ｍ/秒) 

H ：排出源の高さ(ｍ) 

H0 ：基準とする高さ(ｍ) 

P ：べき指数（市街地：1/3） 

 

   （オ）窒素酸化物濃度から二酸化窒素濃度への変換 

拡散計算で得られた窒素酸化物濃度から二酸化窒素濃度への変換を行った。変換式は

「道路環境影響評価の技術手法（平成24年度版）」（平成25年３月 国土交通省 国土技術

政策総合研究所 独立行政法人 土木研究所）に基づく次式を用いた。 
 

[NO2]R=0.0714[NOx]R0.438(１-[NOx]BG/[NOx]T)0.801 
 

[記 号] 

[NOx]R ：窒素酸化物の対象道路の寄与濃度（ppm） 

[NO2]R ：二酸化窒素の対象道路の寄与濃度（ppm） 

[NOx]BG ：窒素酸化物のバックグラウンド濃度（ppm） 

[NOx]T ：窒素酸化物のバックグラウンド濃度と対象道路の寄与濃度の合計値（ppm） 

（[NOx]T=[NOx]R+[NOx]BG） 
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   （カ）バックグラウンド濃度 

予測は、道路の影響を受けていない一般環境の濃度（バックグラウンド濃度）に、車両

走行による予測濃度（廃棄物運搬車両等及び一般車両）を加える方法により行った。 

二酸化窒素及び浮遊粒子状物質のバックグラウンド濃度は、表 5-1-2-5に示すとおり、

予測地点に最寄りの一般環境大気質における現地調査地点の調査結果を用いた。 

 

表 5-1-2-5 バックグラウンド濃度（年平均値） 

予測地点 参照した現地調査地点 
二酸化窒素 
（ppm） 

浮遊粒子状物質 
（mg/ｍ3) 

地点１（市道高洲中央港線） 地点Ｂ（幸町小学校） 0.009 0.012 

地点２（市道新港穴川線） 地点Ｃ（高洲第三小学校） 0.008 0.012 

地点３（市道千葉臨海線） 地点Ａ（計画地） 0.010 0.015 

 

   （キ）年平均値から日平均値の年間 98％値又は２％除外値への変換 

環境基準と比較するため、二酸化窒素は年平均値から日平均値の年間98％値、浮遊粒子

状物質は年平均値から日平均値の年間２％除外値への換算を行った。 

換算式は「道路環境影響評価の技術手法（平成24年度版）」（平成25年３月 国土交通省 

国土技術政策総合研究所 独立行政法人 土木研究所）に示される次式を用いた。 

 

【二酸化窒素（年間 98％値）】 

年間98％値=a([NO2]BG+[NO2]R)+b 

a=1.34+0.11・exp(-[NO2]R/[NO2]BG) 

b=0.0070+0.0012・exp(-[NO2]R/[NO2]BG) 
 

【浮遊粒子状物質（年間２％除外値）】 

年間２％除外値=a([SPM]BG+[SPM]R)+b 

a=1.71+0.37・exp(-[SPM]R/[SPM]BG) 

b=0.0063+0.0014・exp(-[SPM]R/[SPM]BG) 

[記号] 

[NO2]R ：二酸化窒素の道路寄与濃度の年平均値（ppm） 

[NO2]BG ：二酸化窒素のバックグラウンド濃度の年平均値（ppm） 

[SPM]R ：浮遊粒子状物質の道路寄与濃度の年平均値（mg/ｍ3） 

[SPM]BG ：浮遊粒子状物質のバックグラウンド濃度の年平均値（mg/ｍ3） 
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  ③ 予測地点 

予測地点は、調査地点（図4-2-1(2)（4-23頁参照））と同様とし、道路の両端とした。なお、

予測の高さは地上1.5ｍとした。 

 
  ④ 予測時期 

予測対象時期は、計画施設が定常の稼働状態になった時期とした。なお、ごみの受入が月

曜日のみ６時15分からのため、月曜日を対象として設定した。 

 
  ⑤ 予測結果 

   ア．年平均値 

廃棄物運搬車両等による二酸化窒素濃度及び浮遊粒子状物質濃度の予測結果は、表 5-

1-2-6(1)、(2)に示すとおりである。 

廃棄物運搬車両等による寄与濃度（年平均値）は、二酸化窒素が0.000008～0.000087ppm

（寄与率：0.1～0.9％）、浮遊粒子状物質が0.0000006～0.0000052mg/ｍ3（寄与率：0.004～

0.043％）と予測する。 

 
表 5-1-2-6(1) 廃棄物運搬車両等による二酸化窒素濃度の予測結果（年平均値） 

単位：ppm 

予測地点 
廃棄物運搬車両等 

寄与濃度 
(A) 

一般車両 
寄与濃度 

(B) 

バックグラウ
ンド濃度 

(C) 

環境濃度 
予測結果 
(A+B+C) 

寄与率 
(A/(A+B+C)) 

×100 

地点１ 
（市道高洲中央港線） 

北東側 0.000026 0.000604 0.009 0.009630 0.3％ 

南西側 0.000013 0.000290 0.009 0.009303 0.1％ 

地点２ 
（市道新港穴川線） 

北西側 0.000087 0.002083 0.008 0.010170 0.9％ 

南東側 0.000081 0.001798 0.008 0.009879 0.8％ 

地点３ 
（市道千葉臨海線） 

北東側 0.000012 0.000624 0.010 0.010636 0.1％ 

南西側 0.000008 0.000433 0.010 0.010441 0.1％ 

 
表 5-1-2-6(2) 廃棄物運搬車両等による浮遊粒子状物質濃度の予測結果（年平均値） 

単位：mg/ｍ3 

予測地点 
廃棄物運搬車両等 

寄与濃度 
(A) 

一般車両 
寄与濃度 

(B) 

バックグラウ
ンド濃度 

(C) 

環境濃度 
予測結果 
(A+B+C) 

寄与率 
(A/(A+B+C)) 

×100 

地点１ 
（市道高洲中央港線） 

北東側 0.0000016  0.0000358 0.012 0.0120374  0.013％ 

南西側 0.0000009  0.0000192 0.012 0.0120201  0.007％ 

地点２ 
（市道新港穴川線） 

北西側 0.0000052 0.0001124 0.012 0.0121176  0.043％ 

南東側 0.0000048 0.0000979 0.012 0.0121027  0.040％ 

地点３ 
（市道千葉臨海線） 

北東側 0.0000010 0.0000465 0.015 0.0150475  0.007％ 

南西側 0.0000006 0.0000341 0.015 0.0150347  0.004％ 
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   イ．日平均値の年間 98％値または２％除外値 

二酸化窒素濃度の日平均値の年間98％値は表 5-1-2-7(1)、浮遊粒子状物質の日平均値

の年間２％除外値は、表 5-1-2-7(2)に示すとおりである。 

二酸化窒素濃度の日平均値の年間98％値は0.022～0.023ppm、浮遊粒子状物質の日平均

値の年間２％除外値は0.033～0.039mg/ｍ3であり、環境基準及び千葉市環境目標値を満足

するものと予測する。 

 

表 5-1-2-7(1) 廃棄物運搬車両等による二酸化窒素濃度の予測結果（年間 98％値） 
単位：ppm 

予測地点 
年平均値 

予測結果 

日平均値の 

年間98％値 
環境基準等 

地点１ 

（市道高洲中央港線） 

北東側 0.009630 0.022 
［環境基準］ 

１時間値の日平均値が

0.04～0.06ゾーン内ま

たはそれ以下 

［千葉市環境目標値］ 

日平均値の年間98％値

が0.04ppm以下 

南西側 0.009303 0.022 

地点２ 

（市道新港穴川線） 

北西側 0.010170 0.022 

南東側 0.009879 0.022 

地点３ 

（市道千葉臨海線） 

北東側 0.010636 0.023 

南西側 0.010441 0.023 

 
表 5-1-2-7(2) 廃棄物運搬車両等による浮遊粒子状物質濃度の予測結果（年間２％除外値） 

単位：mg/ｍ3 

予測地点 
年平均値 

予測結果 

日平均値の 

年間２％除外値 
環境基準等 

地点１ 

（市道高洲中央港線） 

北東側 0.0120374  0.033 

［環境基準及び千葉市

環境目標値］ 

1時間値の日平均値が

0.10以下 

南西側 0.0120201  0.033 

地点２ 

（市道新港穴川線） 

北西側 0.0121176  0.033 

南東側 0.0121027  0.033 

地点３ 

（市道千葉臨海線） 

北東側 0.0150475  0.039 

南西側 0.0150347  0.039 

 

（２）環境保全措置 

本事業では、廃棄物運搬車両等による沿道大気質の影響を低減するために、次のような措置

を講ずる計画である。 

【計画段階で配慮し、予測に反映されている環境保全措置】 

・廃棄物運搬車両が一定時間に集中しないように搬入時間の分散を行う。 

【予測に反映されていないが環境影響の更なる回避・低減のための環境保全措置】 

・不要なアイドリングや空ぶかし、急発進・急加速等の高負荷運転防止等のエコドライブ

を徹底する。 

・廃棄物運搬車両等の整備、点検を徹底する。 
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（３）評価 

  ① 評価方法 

   ア．人の健康及び環境への影響の回避・低減が実行可能な範囲内で最大限図られているかを

検討する方法 

環境保全措置の実施方法等について検討した結果をもとに、事業者により実行可能な範

囲内で本事業に係る環境影響が最大限回避・低減されているかについて、見解を明らかに

した。 

   イ．基準・目標等との整合性が図られているかを検討する方法 

廃棄物運搬車両等の走行に伴う大気質に係る整合を図るべき基準は表 5-1-2-8に示す

とおりである。 

二酸化窒素は日平均値の年間98％値、浮遊粒子状物質は日平均値の年間２％除外値の予

測結果を環境基本法に基づく環境基準又は千葉市環境目標値と対比して評価を行った。 

 
表 5-1-2-8 廃棄物運搬車両等の走行に伴う大気質に係る整合を図るべき基準 

項目 
整合を図るべき基準 

根拠 整合を図るべき基準 

二酸化窒素 環境基準・千葉市環境目標値 0.04ppm以下 

浮遊粒子状物質 環境基準・千葉市環境目標値 0.10mg/ｍ3以下 

 
  ② 評価結果 

   ア．人の健康及び環境への影響の回避・低減が実行可能な範囲内で最大限図られているかの

評価 

環境保全措置の実施方法等について検討した結果、「（２）環境保全措置」（5-44頁参照）

に示す措置を講ずることから、事業者により実行可能な範囲で対象事業に係る環境影響が

できる限り回避又は低減されているものと評価する。 

   イ．基準・目標等との整合性が図られているかの評価 

廃棄物運搬車両等による沿道大気質濃度の予測結果の最大値は、二酸化窒素濃度の日平

均値の年間98％値は0.022～0.023ppm、浮遊粒子状物質の日平均値の年間２％除外値は

0.033～0.039mg/ｍ3であり、いずれも整合を図るべき基準を満足するものと評価する。 
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5-2 悪臭 

5-2-1 煙突排ガスの排出及び施設からの悪臭の漏洩 

（１）予測 

  ① 予測内容 

   ア．煙突排ガスの排出による影響 

煙突排ガスについては、炉内において850℃以上の高温で燃焼することから臭気成分は

分解・除去されるが、その後の排ガス処理工程において脱硝のためにアンモニアを噴霧す

ることから、未反応分のアンモニアが残留し、煙突排ガスとして排出される可能性がある

ため、臭気指数（臭気排出強度）を対象に予測した。 

   イ．施設からの悪臭の漏洩による影響 

計画施設に搬入・貯留される廃棄物からは、種々の悪臭物質の発生が考えられるため、

特定悪臭物質濃度及び臭気指数を対象に予測した。 

  ② 予測方法 

   ア．煙突排ガスの排出による影響 

   （ア）予測の手順 

煙突排ガスの排出による悪臭の予測手順は、図 5-2-1-1に示すとおりである。大気拡散

式を用いて、短期間の影響濃度を予測した。 

 

 
図 5-2-1-1 煙突排ガスの排出による悪臭の予測手順 

  

事業計画 

設備計画 

気象観測 

大気汚染の 
短期高濃度予測の 

気象条件 

予測気象条件 

大気拡散計算 

悪臭濃度 

悪臭の評価時間の補正 

煙突排ガス 
の排出条件 

煙突からの 
悪臭排出条件 
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   （イ）予測式 

予測式は、煙突排ガスの排出による大気質の短期高濃度予測と同様とし、予測に用いる

拡散式は以下の点煙源プルーム式とした。 

 

 
［記 号］ 

C(x,y,z)：地点(x,y,z)における汚染物質の濃度（ppm） 

x ：煙源から風向に沿った風下距離（ｍ） 

y ：風向に直角な水平距離（ｍ） 

z ：計算地点の高さ（＝1.5ｍ） 

Qp     ：臭気排出強度（臭気濃度×乾き排ガス量／3600＝1炉あたり9,917ｍ3N/秒） 

u ：排出源高さの風速（ｍ/秒） 

He     ：有効煙突高（ｍ） 

σy     ：有風時の水平方向の拡散パラメータ（ｍ） 

σz     ：有風時の鉛直方向の拡散パラメータ（ｍ） 
 

また、上記の式におけるパスキル・ギフォードの予測評価時間は３分であるため、以下

の式を用いて悪臭の評価時間を0.5分として補正を行った。 

 
σy’＝σy(t/t0)r 

 

［記 号］ 
σy’: 補正した水平方向拡散幅（ｍ） 

t : 評価時間（0.5分） 

t0 : パスキル・ギフォードの評価時間（３分） 

σy : パスキル・ギフォードの水平方向拡散幅（ｍ） 

r : 定数（0.7） 

 
   （ウ）予測条件 

    i 排出条件 

煙突排ガスの排出条件は、「5-1 5-1-1 煙突排ガスの排出」（5-5頁参照）に示した煙

源条件を用いた。 

悪臭排出条件は、表 5-2-1-1に示すとおり設定した。 

 

表 5-2-1-1 悪臭の排出条件 

項目 臭気濃度 
（臭気指数） 備考 

臭気濃度 
1,000 
（30） 

「悪臭防止対策の指針」（昭和56年６月 千葉県）に基づ
く準工業地域の値 
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    ii 気象条件 

気象条件は、「5-1 5-1-1 煙突排ガスの排出」（5-28頁参照）に示した短期高濃度予測

結果が最も高くなる気象条件と同様とし、表 5-2-1-2に示すとおり設定した。 

 

表 5-2-1-2 悪臭の予測に用いた気象条件 

予測ケース 大気安定度 風速（ｍ/秒） 

大気安定度不安定時 Ａ  1.0 

上層気温逆転時 Ａ  1.0 

上層気温逆転時（現地調査結果） Ｂ  1.9 

接地逆転層崩壊時 Moderate Inversion  1.0 

煙突によるダウンウォッシュ時 Ｃ 16.7 

 
   イ．施設からの悪臭の漏洩による影響 

施設からの悪臭の漏洩による影響は、既存施設における調査結果及び悪臭防止対策の内

容を勘案し、定性的に予測した。 

 

  ③ 予測地点 

予測地点は、施設からの悪臭の漏洩による影響については敷地境界とし、煙突排ガスの排

出による影響については最大着地濃度となる地点とした。 

 
  ④ 予測時期 

予測対象時期は、計画施設が定常の稼働状態になった時期とした。 

 
  ⑤ 予測結果 

   ア．煙突排ガスの排出による影響 

煙突排ガスの排出による臭気指数の最大着地濃度予測結果は、表 5-2-1-3に示すとおり

である。 

悪臭の予測結果は、臭気濃度が0.08～1.07となっており、周辺の人々の多数が著しく不

快を感ずると認められない程度になるものと予測する。 

 
表 5-2-1-3 煙突排ガスの排出による悪臭の予測結果 

気象条件 
臭気濃度 

（臭気指数） 

風下距離 

（ｍ） 

大気安定度不安定時 0.53（10未満）  680 

上層気温逆転時 1.07（10未満）  690 

上層気温逆転時（現地調査結果） 0.80（10未満） 1,030 

接地逆転層崩壊時 0.73（10未満） 1,180 

ダウンウォッシュ時 0.08（10未満） 1,190 

 

  



 

5-49 

   イ．施設からの悪臭の漏洩による影響 

既存施設の敷地境界における現地調査の結果は、表 5-2-1-4(1)、(2)に示すとおりであ

った。臭気指数は、計画施設の規制基準値以下であり、特定悪臭物質は参考基準値を下回

っていた。 

計画施設と既存施設における悪臭防止対策の内容は、表 5-2-1-5に示すとおりである。

計画施設における悪臭防止対策は、既存施設と同様に行う計画である。具体的には、臭気

が発生しやすい場所は密閉構造とし、内部の圧力を周囲より下げ、臭気の漏えいを防止す

る。また、搬入車両出入りの時に内部から臭気が漏れるのを防止するため、出入口に自動

扉やエアカーテンを設置する。さらに、ごみピットは、ピット内の空気を燃焼用空気とし

て吸引し、ピット内を負圧に保つとともに、その吸引した空気を燃焼に使用することによ

り臭気成分を分解する計画である。 

以上のことから、計画施設では、既存施設と同等の対策を講ずる計画であり、既存施設

の調査結果は、基準値等を満足していることから、計画施設からの悪臭は周辺の人々の多

数が著しく不快を感ずると認められない程度になるものと予測する。 

 

表 5-2-1-4(1) 既存施設における悪臭調査結果（特定悪臭物質） 

項目 
単

位 

夏季１回目 

（令和６年８月２７日） 

夏季２回目 

（令和７年７月２３日） 
参考 

基準値 
地点１a 地点１b 地点１a 地点１b 

採取時刻 － 11:35 10:45 10:25 11:03 － 

特
定
悪
臭
物
質 

アンモニア ppm 0.05 未満 0.05 未満 0.05 未満 0.05 未満 1 

メチルメルカプタン ppm 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.002 

硫化水素 ppm 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.02 

硫化メチル ppm 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.01 

二硫化メチル ppm 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.009 

トリメチルアミン ppm 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.005 

アセトアルデヒド ppm 0.003 0.002 0.004 0.002 0.05 

プロピオンアルデヒド ppm 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.05 

ノルマルブチルアルデヒド ppm 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.009 

イソブチルアルデヒド ppm 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.02 

ノルマルバレルアルデヒド ppm 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.009 

イソバレルアルデヒド ppm 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.003 

イソブタノール ppm 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.9 

酢酸エチル ppm 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 3 

メチルイソブチルケトン ppm 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 1 

トルエン ppm 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 10 

スチレン ppm 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.4 

キシレン ppm 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 1 

プロピオン酸 ppm 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.03 

ノルマル酪酸 ppm 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.001 

ノルマル吉草酸 ppm 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.0009 

イソ吉草酸 ppm 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.001 

注）参考基準値は、悪臭防止法に基づく敷地境界における規制基準を示している。 
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表 5-2-1-4(2) 既存施設における悪臭調査結果（臭気指数） 

項目 

夏季１回目 

（令和６年８月２７日） 

夏季２回目 

（令和７年７月２３日） 
計画施設 

規制基準注） 
地点１a 地点１b 地点１a 地点１b 

採取時刻 11:50 10:55 10:20 11:10 － 

臭気指数 10未満 10未満 10未満 10未満 14 

注）計画地における基準値は、悪臭防止法に基づく工場敷地境界線における臭気指数の規制基準（準工業地域及び工業専用地域）を示

している。 

 
表 5-2-1-5 計画施設と既存施設との比較（悪臭防止対策） 

項目 計画施設 既存施設 

悪臭防止対策 

＜通常時＞ 
・臭気が発生しやすい場所は密閉構造と

し、内部の圧力を周囲より下げ、臭気の
漏えいを防止する。 

・搬入車両出入りの時に内部から臭気が漏
れるのを防止するため、出入口に自動
扉・エアカーテンを設置する。 

・ごみピットは、ピット内の空気を燃焼用
空気として吸引し、ピット内を負圧に保
つとともに、その吸引した空気を燃焼に
使用することにより臭気成分を分解す
る。 

・設備機器の整備、点検を徹底する。 

＜通常時＞ 
・臭気が発生しやすい場所は密閉構造と
し、内部の圧力を周囲より下げ、臭気の
漏えいを防止する。 

・搬入車両出入りの時に内部から臭気が漏
れるのを防止するため、出入口に自動
扉・エアカーテンを設置する。 

・ごみピットは、ピット内の空気を燃焼用
空気として吸引し、ピット内を負圧に保
つとともに、その吸引した空気を燃焼に
使用することにより臭気成分を分解す
る。 

・設備機器の整備、点検を徹底する。 
＜休炉時＞ 
・全休炉時は、ごみピット内を負圧に保つ

ため、吸引した空気を処理するのに十分
な容量の脱臭装置を設置する。 

＜休炉時＞ 
・全休炉時は、ごみピット内を負圧に保つ
ため、吸引した空気を処理するのに十分
な容量の脱臭装置を設置する。 

 

 
（２）環境保全措置 

本事業では、悪臭の影響を低減するために、次のような措置を講ずる計画である。 

【計画段階で配慮し、予測に反映されている環境保全措置】 

・臭気が発生しやすい場所は密閉構造とし、内部の圧力を周囲より下げ、臭気の漏えいを

防止する。 

・搬入車両出入りの時に内部から臭気が漏れるのを防止するため、出入口に自動扉・エア

カーテンを設置する。 

・ごみピットは、ピット内の空気を燃焼用空気として吸引し、ピット内を負圧に保つとと

もに、その吸引した空気を燃焼に使用することにより臭気成分を分解する。 

・設備機器の整備、点検を徹底する。 

・全休炉時は、ごみピット内を負圧に保つため、吸引した空気を処理するのに十分な容量

の脱臭装置を設置する。 
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（３）評価 

  ① 評価方法 

   ア．人の健康及び環境への影響の回避・低減が実行可能な範囲内で最大限図られているかの

評価 

環境保全措置の実施方法等について検討した結果をもとに、事業者により実行可能な範

囲内で本事業に係る環境影響が最大限回避・低減されているかについて、見解を明らかに

した。 

   イ．基準・目標との整合性が図られているかを検討する方法 

予測結果を、表 5-2-1-6に示す悪臭防止法及び千葉市環境保全条例に基づく規制基準と

対比して評価した。 

 

表 5-2-1-6 悪臭に係る整合を図るべき基準 

＜悪臭防止法に係る基準＞ 

項目 単位 基準値等 備考 

臭気指数 － 14 
悪臭防止法に係る千葉市における敷地境界

の規制基準 

特
定
悪
臭
物
質 

アンモニア ppm 1 

悪臭防止法に係る敷地境界の規制基準 

メチルメルカプタン ppm 0.002 

硫化水素 ppm 0.02 

硫化メチル ppm 0.01 

二硫化メチル ppm 0.009 

トリメチルアミン ppm 0.005 

アセトアルデヒド ppm 0.05 

プロピオンアルデヒド ppm 0.05 

ノルマルブチルアルデヒド ppm 0.009 

イソブチルアルデヒド ppm 0.02 

ノルマルバレルアルデヒド ppm 0.009 

イソバレルアルデヒド ppm 0.003 

イソブタノール ppm 0.9 

酢酸エチル ppm 3 

メチルイソブチルケトン ppm 1 

トルエン ppm 10 

スチレン ppm 0.4 

キシレン ppm 1 

プロピオン酸 ppm 0.03 

ノルマル酪酸 ppm 0.001 

ノルマル吉草酸 ppm 0.0009 

イソ吉草酸 ppm 0.001 
注）千葉市では悪臭物質濃度による規制は行われていないが、参考として千葉県が悪臭防止法に基づき定める規制基準を整合を図るべ

き基準とした。 

 

＜千葉市環境保全条例＞ 

項目 整合を図るべき基準 

臭気指数 
周囲の環境等に照らし、悪臭を発生し、排出し、又は飛散する場所の周辺の
人々の多数が著しく不快を感ずると認められない程度とする。 
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  ② 評価結果 

   ア．人の健康及び環境への影響の回避・低減が実行可能な範囲内で最大限図られているかの

評価 

環境保全措置の実施方法等について検討した結果、「（２）環境保全措置」（5-50頁参照）

に示す措置を講ずることから、事業者により実行可能な範囲で対象事業に係る環境影響が

できる限り回避又は低減されているものと評価する。 

   イ．基準・目標との整合性が図られているかの評価 

   （ア）煙突排ガスの排出による影響 

煙突排ガスの排出による臭気指数の最大着地濃度の予測結果は、10未満であり、整合を

図るべき基準を満足するものと評価する。 

   （イ）施設からの悪臭の漏洩による影響 

施設からの悪臭の漏洩による特定悪臭物質は、表 5-2-1-4(1)のとおりであり、臭気指

数は10未満となり、周辺の人々の多数が著しく不快を感ずると認められない程度になるも

のと予測され、整合を図るべき基準を満足するものと評価する。 
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